
医

公

益

事

業

局

一
、
施

策
概

要

電
力
行
政
に
と
つ
て
、
昭
和
三
十
三
年
度
は
、
広
域
運
営
方
式

の
発
足

に
よ

つ
て
、
電
力
行
政

に
新
し
い

一
頁
が
開
か
れ
た
年

で
あ

つ
た
。

従
来
、
電
力
行
政
は
、
電
力
需
給

の
逼
迫
に
対
処
す
る
た
め
の
急
速
な
電
源

の
開
発
を
中
心
課

題

と
し
て
き
た
が
、
近
年
漸
く
努
力

の
成
果
が
挙
り
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か

な
が
ら
も
約
六
%

の
供
給
余
力
を
保
有

し
う
る
見
通
し
を
得
る
に
至
り
、
電
力
需
給
は
、
安
定
の

兆
を
見
せ
始

め
た
。

即
ち
、
三
十
三
年
度

に
お
い
て
は
、
約

一
六
七
万
K
W
の
新
規
設
備

の
完
成
を
見
、
そ

の
需
給

状
況
も
、
経
済
界

の
不
況
に
よ
る
電
力
需
用

の
伸
び
の
鈍
化

(
対
前
年
度
増

加
率
約
七
%
)
と
豊

水

(
出
水
率

=

一
・
八
%
)
と
に
恵
ま
れ
た
と
は
い
え
、
六

・
七
月

の
五
〇
年
来
と
い
う
長
期

異
常
渇
水

の
た
め
東
北

・
東
京
両
地
区

に
お
い
て
法
的
制
限

の

一
歩
手
前
ま

で
行

つ
た
と
き
を
除

い
て
は
、
ま
ず
順
調

に
推
移
し
た
。

し
か
し
、
三
十
三
年
度
の
電
気
事
業
決
算
が
、
九
社
計
で

一
五
四
億
円

の
黒
字
を
計
上
し
、
年

度
当
初
の
予
想
を
裏
切

つ
て
好
調

で
あ

つ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
前
記

の
大
巾
な
豊
水

に
幸

い
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
総
料
金
収
入
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
電
源
開
発
資
金
約
三
、
○
○

○
憶
円
を
抱
え
、
し
か
も
過
去

の
急
速
な
電
源
開
発

の
結
果
の
累
積
は
、
所
要
資
金
中
三
五
%
を

償
還
資
金
が
占

め
、
か
つ
、
総
支
出
の

=
二
%
を
麦
払
利
息
が
占

め
る
等

の
他
人
資
本
の
借
入
に

よ
る
重
圧
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら

の
比
重
が
年
を
追

つ
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

等
、
電
気
事
業
経
理
の
将
来
に
楽
観
を
許
さ
な
い
も

の
が
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

の
数
字
か
ら
う
か
が

い
う
る
電
気
事
業

の
諸
問
題
は
、
す
で
に
三
十

二
年
七
月

の
東
北
・

北
陸
両
社

の
料
金
改
訂
を
機
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
自
民
党
の
墓
礎
産
業
特
別
委
員
会

の
中
間
報
告

も
発
表
さ
れ
た
が
、
三
十
三
年
度

に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
受
け
、
広
域
運
営
方
式
の
発
足
、
料
金

制
度
調
査
会

の
答
申
の
提
出
等
が
あ

つ
た
。

広
域
運
営
方
式

は
、
従
来
の
九
電
力
体
制
が
、
地
域
的
自
主
経
営
責
任
体
制
の
下
で
、
地
域
内

需
給
の
均
衡
と
電
源
の
急
速
な
拡
充
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
を
実
現
し
た
反
面
、
企
業
間
格

差
の
拡
大
な
ら
び
に
融
通
の
不
円
滑
お
よ
び
二
重
投
資
等
に
よ
り
電
力
原
価
高
騰

の

一
因
と
も
な

つ
た
こ
と
に
鑑
み
、
九
電
力
会
社
お
よ
び
電
源
開
発
株
式
会
社
の
自
主
的
協
調
に
よ
り
、
地
域
を

こ
え
た
国
民
経
済
的
な
見
地
か
ら
電
気
事
業

の
運
営
を
行
わ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
方
式

は
、
全
国
を
四
つ
の
地
域
に
分
け
、
各
地
域
内
各
社
相
互
の
協
調
お
よ
び
地
域
相
互
間
の
協
力
体

制
を
確
立
し
、
電
力
融
通

の
強
化
、
広
域
的
見
地
か
ら
の
電
源

の
開
発
、
予
備
施
設

の
共
用
、
送

電
連
繋

の
強
化
、
設
備

の
合
理
的
運
用
等
を
行

い
、
資
本
費
の
節
減
、
燃
料
費

の
節
約
、
送
電
損

失
の
低
減
、
余
剰
電
力

の
消
化
等
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
効
果
と
し
て
は
、
既
定
五
力

年
計
画
に
比
し
、

三
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
総
額

一
五
五
億
円
の
節
減
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

広
域
運
営
方
式
の
発
足
に
よ
り
、
三
十
三
年
度
は
、
三
十
二
年
度
に
比
し
、
約
四
倍
の
実
績
を
示

し
、
そ
れ
に
よ
る
利
益
は
約

一
四
億
円
に
達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
三
十
二
年
十
二
月
に
設
置
さ
れ
た
電
気
料
金
制
度
調
査
会
も
、
電
力
原
価

の
高
騰
の
抑

制
、
電
気
料
金

の
長
期
安
定
化
を
図
り
、
需
用
者

の
利
益
の
確
保
と
電
気
事
業
の
健
全
な
発
達
と

の
調
和
し
た
電
気
料
金
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
、爾
来

一
力
年
に
わ
た
り
慎
重

に
審
議
を
重
ね
、

三
十
三
年
十
二
月

に
答
申
を
提
出
し
た
。
答
申
は
、
現
在
の
電
力
原
価
高
騰
の
要
因

の

一
つ
が
内

部
留
保
の
乏
し
さ

に
起
因
す
る
支
払
利
息
の
増
大

お
よ
び
資
本
構
成
の
悪
化
に
あ
る
こ
と
に
留
意

し
、
電
力
会
社
の
経

理
内
容
の
改
善

の
必
要
を
認

め
、
電
力
料
金

の
算
定
に
あ
た
り
減
価
償
却
費

の
算
定
方
式
を
改

め
償
却
費

の
増
大
を
図
り
、
加
え
て
事
業
報
酬
の
算
定
に
レ
ー
ト
ベ
ー
ス
方
式

を
採
用
し
、
政
府

に
対
し
て
低
利
資
金

の
融
通

・
公
租
公
課
の
減
免
措
置
を
求
め
、
ま
た
料
金

の

長
期
安
定
化

の
た

め
料
金
原
価
の
算
定
期
間
の
長
期
化
等
を
電
気
料
金
制
度
の
改
正
の
方
向
と
し

て
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
公
益
事
業
局
内
で
技
術
的
細
目
的
事
項
に
つ
き
検
討
を
続
け

て
お
り
、
そ

の
結
果

は
、
電
気
料
金
制
度
調
査
会

の
延
長
的
性
格
を
有
す
る
機
関
に
諮
り
、
結
論

を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
水

・
火
力

の
合
理
的
組
合
せ
、
適

正
開
発
規
模
の
決
定
方
法
等
技
術
的
経
済
的
に

最
も
合
理
的
な
電
源
開
発

の
一
般
方
式
を
究
明
し
、
電
力
原
価
高
騰
抑
制
に
資
す
る
た
め
、
電
源

開
発

万
式
研
究
会
が
三
十
三
年
五
月
に
、
次
い
で
、
電
源
開
発
に
よ
る
水
没
の
損
失
補
償
の
適
正

な
解
決
を
図
る
た

め
、
合
理
的
な
補
償
基
準
を
確
立
し
、
そ
の
法
制
化
を
図
る
た
め
補
償
問
題
研

究
会
が
三
十
三
年
九
刀
に
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
た
。

ま
た
、
長
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
上
で
期
待
さ
れ
る
と
こ
と
の
大
き
い
原
子
力
発
電
は
、
数
年

来
そ

の
実
現

へ
の
努
力
を
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
三
十
三
年
度
に
お
い
て
も
、
そ
の
準
備
は
、
着

々
と
進
み
、
英
国
か
ら
の

一
五
万
K
W
の
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
改
良
型
原
子
炉
の
導

入

が

内

定



し
、
見
積
書
等
の
提
出
を
受
け

て
鋭
意
審
査
を
続
行
す
る
と
エ
も
に
、
政
府

に
お
い
て
も
、
わ
が

国
最
初

の
実
用
規
模
原
子
力
発
電
所

の
導
入
に
あ
た
り
遺
憾
な
き
を
期
す
る

た
め
、
三
十
三
年
十

一
月

「
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
改
良
型
原
子
力
発
電
所
審
査
委
員
会
」
を
設
置

し
、
技
術
上

の
諸
聞

題

に
つ
き
学
識
経
験
者
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
x
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電

の
実
用
化
が
具

体
化
す
る
に
伴
い
生
じ
る
立
地

の
選
定
、
使
用
済
燃
料
の
処
理
、
放
射
線
障

害
の
防
止
等
の
諸
問

題

に
対
処
し
、
原
子
力
発
電

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
「
原
子
力
発
電
所
安

全
基
準
委
員
会
」

を
三
十
三
年
四
月
設
置

し
、
安
全
幕
準

の
確
立
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
の
平
和
利

用
に
関
連
し
必
要
と
な
る
動
力
協
定
に

つ
き
、
米
英
両
国
と
そ
れ
ぞ
れ
、
三
十
三
年

六
月
に
協
定

を
調
印
す
る
等

の
準
備
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

へ
の
経
済
協
力

の

一
端
と
し
て
、
三
十
三
年
六
月

「海
外
電
源
開
発

基
礎
調
査
三
力
年
計
画
」
を
樹
立
し
、
そ

の
最
初
と
し
て
E
C
A
F
E
の
メ

コ
ン
河
開
発
計
画
基

礎
調
査
に
参
画
し
、
主
要
支
流
踏
査
を
分
担
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
三
十
四
年

一
月
海
外
電
力
調

査
会
を
通
じ
て
調
査
団
を
派
遣
し
、
ま
た
、
台
湾
電
力
よ
り
依
頼

の
あ

つ
た
大
甲
渓
送
電
線
拡
充

計
画
お
よ
び
琉
球

の
電
気
事
業

の
調
査

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
に
よ
り
、
海
外
電
力
調
査

会
を
通
じ
て
調
査
団
を
派
遣
し
た
。

ガ

ス
事
業

に
つ
い
て
は
、
三
十
三
年
度

は
、
都
市
ガ

ス
普
及
第
二
次
五
力
年
計
画
の
初
年
度

で

あ
り
、
そ
の
達
成
状
況
は
、
需
用
家
戸
数
に
お
い
て
計
画
を
上
廻
り
、
販
売
量

に
お
い
て
若
干
計

画
を
下
廻

つ
た
が
、
先
ず
順
調
な
す
べ
り
出
し
を
見
せ
、
こ
の
間
に
お
け
る
新
設
ガ

ス
事
業
者
も

一
二
を
数
え
た
。

旺
盛
な
需
用
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
活
溌
な
都
市
ガ

ス
の
普
及
が
行
わ
れ
た
反
面
、
施
設
拡
充

の
た
め
の
多
額
な
設
備
投
資
は
、
資
本
費

の
高
騰
を
招
来
し
、
ま
た

コ
ー
ク

ス
市
況
が
軟
調
を
示

し
た
た
め
、
ガ

ス
事
業

の
経
理
は
次
第
に
悪
化
し
た
。

こ
の
た
め

一
部
事
業

者
は
配
当
率
の
引
き

下
げ
を
行

い
、
更
に

一
〇
事
業
者
は
、
料
金
改
訂
を
行
う
に
至

つ
た
。

二
、
電

気
事
業

の
経
理

と
電

気

料
金

問
題

(
一
)

九
電
力
会
社
の
経
理
と
料
金

ω

三
十
三
年
度
決
算

の
概
況

三
十
三
年
度
上
期

は
産
業
界

の
不
況
を
反
映

し
、
電
力
需
用

の
伸
び
が
鈍
り
、
電
灯
.電
力

の

販
売
電
力
量
は
、
計
画
の
九
六
%
に
と
ど
ま

つ
た
が
、
下
期
に
お
い
て
は
漸
く
景
気

の
立
直
り

を
示
し
、
前
年
同
期
に
対
し

一
〇
%
の
増
加
を
示
し
、
計
画
に
対

し
て
は
九
九
%
と
な

つ
た
。

一
方
供
給
力

に

つ
い
て
は
、
出
水
率

一
一
一
・
八
%
と
非
常
な
豊
水
で
、
水
力
の
発
電
実
績

は
年
度
計
画
に
比

し
約
四
八
億
K
W
H
の
増
加
と
な

つ
た
。
従

つ
て
、
火
力
発
電
は
豊
水

と
需

用
の
減
少
と
に
よ

り
大
巾

に
減
少
し
、
計
画
に
比
し
七
二
億
K
W
H
の
発
電
減
と
な
り
、
燃
料

消
費
量
は
消
費
率

の
向
上
と
相
ま
つ
て
計
画
に
比
し
重
油

の
石
炭
換
算
分
を
含

め
、
約
五
四
〇

方
屯
と
大
巾

の
減
少
を
み
た
。

支
出
面
に
お
い
て
は
、
供
給
力
の
増
強

に
伴
い
、
減
価
償
却
費

・
麦
払
利
息
等
の
資
本
費
な

ら
び

に
他
枇
よ
り

の
購
入
電
力
料
等

の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
燃
料
費
が
消
費
量
の
減
少
と
、

ト
ン
当
り
単
価

の
値
下
り
と
合
せ
節
減
せ
ら
れ
た

一
方
、
収
入
面
に
お
い
て
は
、
東
北

・
北
陸

の
新
料
金

へ
の
移
行

に
よ
る
増
収
と
、
九
竃
力
会
社
全
体
を
通
じ
、
電
灯
需
用
が
予
想
以
上
に

伸
び
た
こ
と
等
に
よ
る
収
入
増
加
が
み
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
三
十

三
年
度
決
算

は
、
九
社
合
計
で
九
四
億
円
の
渇
水
準
備
金
を
引
き
当
て
し
、兄

た
ほ
か
、
減
価
償

却
そ
の
他
内
部
留
保

の
増
加
を
行

い
、
従
来
通
り

一
二
%
の
配
当
を
行

い
、

順
調
に
推
移
し
え

た
。
し
か
し

一
、
二
の
会
社
に
お
い
て
は
資
本
費

の
高
騰
等
に
よ
る
収
麦
悪

化

の
傾
向
か
ら
苦

し
い
決
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
後

の
推
移
に
よ
つ
て
は
楽
観
を
許
さ
な
い

も

の
が
あ
る
。

②

電
気
料
金
の
推
移

東
北

・
北
陸
両
電
力
会
社
を
除
く
七
電
力
会
社
は
二
十
九
年
十
月
以
降
、
両
電
力
会
社
は
三

十
二
年
七
月
以
降
料
金
改
訂
は
行

つ
て
い
な
い
が
、
料
金
収
入
を
使
用
電
力
量
で
除
し
た

一
K

W
H
当
り
の
平
均

単
価
を
み
る
と
、
最
近
全
国
的
に
逐
年
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
、

新
規
電
源
の
開
発

に
よ
る
原
価
高
に
応
じ
て
、
二
十
六
年
八
月
、
二
十
七
年
五
月
、
二
十
九
年

十
月
、
三
十
二
年
七
月

(東
北

・
北
陸

の
み
)
と
料
金
改
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き

い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
電
灯

・
電
力
別
に
こ
れ
を
み
る
と
、
ま
つ
電
灯
料
金
は
後

述
す
る
電
力
料
金

に
較
べ
る
と
地
域
差

は
少
く
、
中
部
以
東
の
東
部
五
社
の
上
昇
傾
向
が
や
や

目
立

つ
て
い
る
。

こ
れ
は
東
部
五
社
は
料
金
が
ア
ン
ペ
ア
制
を
採

つ
て
い
る
た
め

=
戸
当
り
の

平
均
契
約
容
量

の
逐
年
増
加
に
よ
り
基
本
料
金
が
増
す
こ
と
と
、
東
北

・
北
陸
の
料
金
改
訂
が

行
わ
れ
た
こ
と
等

の
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
反
面
、

中
国

・
九
州
で
は
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

=
戸
当
り
使
用
量

の

増
加
に
よ
る
K
W
H
当
り
単
価

の
減
少
が
表
面
に
で
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
次
に
電
力
料

金
に

つ
い
て
は
、
小

口
電
力

の
方
は
料
金
改
訂
の
行
わ
れ
た
東
北

・
北
陸
を
除
け
ば
お
お
む
ね

一
定
な

い
し
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大

口
で
は
三
十
三
年
度
に
わ
ず
か
低
下
し



た
ほ
か
累
年
単
価
は
上
昇
し
、
こ
と
に
東
北

・
北
陸
の
高
騰
が
大
き

い
。

こ
れ
は
小
口
電
力
の

方
は
全
国
的
に
電
力
量
料
金
が

一
段
制
と
な

つ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大

口
電
力
は
、
東
北
を

除
き
基
準
時

の
実
績
以
上
使
用
す
る
と
相
当
に
単
価

の
高
く
な
る
二
段
制

に
な

つ
て

い

る

こ

と
、
東
北

・
北
陸
で
は
大
口
特
約
需
用
家

の
値
⊥
り
が
大
き

い
た
め
で
あ

る
。

圖

三
割
頭
打
措
置

の
存
続
等

二
十
九
年
十
月
九
電
力
会
社
の
料
金
改
訂

の
際
に
そ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
と
ら
れ
た
一、二
割

頭
打
措
置

(
電
気
供
給
規
程
以
外

の
供
給
条
件
の
設
定
認
可
を
受
け

て
、
五
ア
ン
ペ
ア
、

=

灯
以
下
の
従
量
電
灯
、
公
共
事
業
用
電
力
等
に

つ
き
旧
料
金

の
適
用
を

一
三
〇
%
で
頭
打
ち
す

る
措
置
)
は
、
毎
年

一
年
間
を
限
り
存
続
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
三
十

四
年
三
月
再
び
そ
の
存

否
が
問
題
と
な

つ
た
が
、
電
力
会
社
の
収
支
面
、
そ

の
廃
止
に
よ
る
影
響
等
諸
般

の
事
情
を
考

慮
し
、
な
お
六
ヵ
月
間
存
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
申
請
書
は
三
十

四
年
三
月
末
日
認
可
さ

れ
た
。

ま
た
東
北

・
北
陸
両
電
力
会
社
に
つ
い
て
は
、
三
十
二
年
七
月

の
料
金
改
訂
の
際
に
そ
の
影

響
緩
和

の
た
め
に
と
ら
れ
た
暫
定
料
金
据
置
措
置
は
、
三
十
三
年
四
月
か
ら
家
庭
用
従
量
電
灯
、

農
業
用
電
灯
、
電
力

に
限
り
存
続
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
措
置
も
、
三
割
頭
打
措
置
同
様
六
カ

月
間
存
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
申
請
書
は
三
月
末

日
認
可
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
三
十
三
年
九
月
末
第
二
二
号
台
風

に
よ
る
災
害
(
主
と
し
て
静
岡
県
伊
豆
地
方
)

が
発
生
し
た

の
で
、
電
気
料
金
の
徴
収
お
よ
び
工
事
費
負
担
金

の
取
扱

に
つ
い
て
被
災
者
の
実

情
に
応
じ
酷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
措
置
を
講
じ
た
。

(
二
)

電
源
開
発
会
社

の
経
理
と
卸
売
料
金

電
源
開
発
会
杜
は
創
業
以
来
六
年
聞
経
過
し
、
三
十
四
年
三
月
末
現
在

で
そ
の
認
可
出
力
は
七

五
万
K
W
に
達
し
、
そ

の
企
業
規
模

は
拡
大
し

つ
つ
あ
る

(
販
売
電
力
量

三
十
三
年
度
約
三
三
億

K
W
H
)
が
、
こ
れ
に
伴

い
、
収
入
面
も
三
十
二
年
度

の
七
三
億
円
か
ら

三
十
三
年
度
に
お
い
て

は

一
一
一
億
円

に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
瀬
戸
石
発
電
所
が
運
転
開
始
す
る
と
と
も
に
、
芽
登
第

二
、

秋
葉
第

二
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
て
佐
久
間
系
、
糠
平
系
が
全
面
的
に
本
格

運
転
に
入

つ
た

こ

と

と
、
全
国
的
に
豊
水
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
で

一
段
と
伸
び
を
示
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
麦
出
面
も

こ
れ
に
応
じ
三
十
二
年
度
の
七
三
億
円
か
ら
三
十
三
年
度

一
一
〇
億
円
と
上
伸
し
て
い
る
。
内
訳

と
し
て
は
減
価
償
却
費
、
麦
払
利
息
の
資
本
費
が
過
半
を
占
め
、
人
件
費
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
各
費

目
と
も
ほ
ぼ
毎
年
同
様

の
比
率
を
占
め
て
い
る
。
従

つ
て
収
支
差
額
と
し

て
の
利
益
は
、
三
十
三

年
度

一
千
万
円
計
上
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
豊
水

に
も
と
つ
く
利
益
お
よ
び
料
金
上
認
め
ら
れ
た
特
別

積
立
金
相
当
分
は
、
利
益
と
し
て
計
上
さ
れ
ず
、
減
価
償
却

の
定
額
超
過
と
し
て
内
部
留
保
さ
れ

た
。電

源
開
発
会
社

の
卸
売
料
金
は
、
水
系
別
原
価
計
算
方
式

に
よ
り
、
か
つ
、
事
業
報
酬
は
電
源

開
発
調
整
審
議
会

の
決
定
に
よ
り
建
設
費
に
対

し
六
%
と
し
て
算
定
さ
れ
て
い
る
。
電
源
開
発
会

社

で
は
秋
葉
第

一
、
同
第

二
の
発
生
電
力
を
佐
久
間
の
発
生
電
力
と
合
せ
て
、
中
部

・
東
京

の
両

電
力
会
社
に
供
給

し
て
い
る
ほ
か
、
す
べ
て
所
在

の
地
区
電
力
会
社
に
供
給
し
て
お
り
、
そ
の
料

金
は
三
円
か
ら
四
円
を
若
干
上
回
る
程
度
と
な

つ
て
い
る
。

(三
)

公
蛍
　電
気
事
業

の
経
理
と
卸
売
料
金

公
営
電
気
事
業

の
数
は
三
十
三
年
度
末
現
在
、
二
六
事
業
者
、
五
五
力
地
点
、
そ

の
発
電
所
総

出
力
は
六
六

・
四
万
K
W
、
総
供
給
電
力
量

は
三
〇
億
K
W
H
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
建

設
中
ま
た
は
建
設
準
備
中
の
発
電
設
備
は
、
二
九
力
地
点
、
三
四

・
五
万
K
W
で
あ

つ
て
、
こ
れ

が
完
成
す
る
と
出
力

一
〇
〇
万
K
W
と
な
り
、
総
供
給
力

に
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
公
営
電
気
事
業

は
、
戦
前

は
地
方
財
政
の
財
源
的
役
割
を
も
ち
、
相
当
数
あ

つ
た
が
、
戦
時

申
電
力

の
国
家
管

理
に
よ

つ
て
す
べ
て
日
本
発
送
電
、
配
電
会
社
に
総
合
吸
収
さ
れ
た
。
戦
後
は

治
水
事
業
な
い
し
は
総
合
開
発
事
業
と
の
関
連

に
お
い
て
急
速

に
発
展

し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
事

業
の
主
体
は
都
道
府
県
で
、
発
電
設
備

は
す
べ
て
水
力
で
あ
り
、
発
生
電
力
は
二
、
三
の
特
定
供

給
を
除

い
て
す

べ
て
地
区
電
力
会
社
に

一
括
供
給
し
て
い
る
。

公
営
電
気
事
業
全
体

の
最
近

の
収
支

の
状
況
を
み
る
と
、
ま
つ
収
入
に
つ
い
て
は
、
販
売
電
力

量
は
二
十
九
年
度
七

。
三
億
K
W
H
か
ら
三
十
二
年
度
二

一
.
三
億
K
W
H

へ
と
年
率
五
割
近

い

率
を
も

つ
て
増
加

し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴

い
収
入
合
計
に
お
い
て
二
十
九
年
度

二

一
.
二
億
円
か

ら
三
十
二
年
度
六
五

・
七
億
円

へ
と
同
じ
く
年
率
五
割
内
外
を
も

つ
て
増
加
し
て
い
る
。
次
に
支

出
に
つ
い
て
は
、

二
十
九
年
度

一
八

・
三
億
円
か
ら
三
十
二
年
度
五
五

.
六
億
円

へ
と
同
様
年
率

五
割
内
外

と
逓
増

し
て
お
り
、
従

つ
て
利
益
額
は
二
十
九
年
度
三
億
円
か
ら
三
十
二
年
度

一
〇
億

円

へ
と
同
じ
く
逓

増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
利
益
処
分
と
し
て
の
減
債
基
金

の
積
立
額
を
み
る
と
、

二
十
九
年
度
○

・
九
億
円
か
ら
三
十
二
年
度
八

。
一
億
円

へ
と
利
益
額

の
三
な
い
し
八
割
を
積
立

て
て
お
り
、
減
債

基
金
に
つ
い
て
は
漸
次
利
益
額

に
対
す
る
積
立
額

の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
認

め
ら
れ
る
。

公
営
電
気
事
業

の
卸
売
料
金
は
、
認
可
制
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ

の
算
定
に
当

つ
て
は
、

一
般

の
料
金
算
定
基
準

に
よ
る
ほ
か
、
受
電
事
業
者

の
経
営
上
契
約
し
う
る
範
囲

に
お
い
て
特
に
減
債

基
金
お
よ
び
特
別
償
却
費

の
算
入
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
大
体
二
円
五
〇
銭
な
い
し
四
円
程
度

の



料
金
と
な

つ
て
い
る
Q

◎
三

十
三
年

度

の
電

力
会
社

収
支

状
況

(単
位
…
百
万

円
)

(
収

入
)

購

成
比

(
%
)

電

灯

料

一
]
五
、
九
六
五

三
四

。
○

電

力

料

二

一
七
、
〇

二
六

六
三

・
七

そ

の

他

収

入

七
、
九
九
六

二

。
三

(
合

計
)

三
四
〇
、
九
八
七

一
〇
〇

・
○

(
支

出
)

人

件

費

六
九
、
八
三
〇

二

一
・
四

燃

料

費

五

一
、
六
四
三

】
五

・
九

修

繕

費

三
六
、

二
七
三

一
一
・
一

購

入

電

力

料

二
三
、
七
九
四

七

・
三

支

払

利

息

四
三
、
七
三
二

=
二
。
四

減

価

償

却

四
五
、
六
〇

二

一
四

。
○

固

定

資

産

税

八
、
四
七
六

二

・
六

事

業

税

四
、
八
四
二

]
。
五

法

人

税

九
、
九
七
九

三

・
一

渇

水

準

備

金

引

当

九
、
四
〇
八

二

・
九

そ

の

他

経

費

二
二
、
〇

一
五

六

・
八

(
合

計
)

三
二
五
、
五
九
六

】
○
○

・
○

差

引

一
五
、
三
九

二

配

当

金

一
四
、
〇
六
七

利

益

準

備

金

七
八

一

役

員

賞

与

そ

の

他

五
四
四

〔
注
〕

一
、
地
帯
間
電
力
料
は
収
支
か
ら
控
除
し
た
。

二
、
渇
水
準
備
金
取
く
ず
し
は
引
当
か
ら
控
除
し
た
。

(
四
)

電
気
料
金
制
度
調
査
会

の
答
申

ω

調
査
会
の
設
置
経
緯

と
審
議

現
行

の
電
気
料
金
制
度
は
、
二
十
九
年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
供
給
原

価

の
相
違
、
電
気
使
用
状
況

の
変
化
等
に
鑑
み
、
料
金
算
定
基
準
お
よ
び
料
金
制
度
全
般
に
つ

い
て
幾
多

の
問
題
が
生
じ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
需
給
の
実
態
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
め
る
必

要
が
生
じ
て
き

た
。
特
に
東
北

・
北
陸
両
電
力
会
社

の
料
金
改
訂
を
直
接
契
機
と
し
て
電
力
原

価

の
高
騰
抑
制

と
料
金
制
度

の
合
理
化
が
要
請
さ
れ
る
に
至

つ
た
。

政
府
に
お
い
て
も
、
か
よ
う
な
問
題
を
根
本
的

に
検
討
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
た
折
柄
、
三
十
二
年
十
月
自
由
民
主
党
基
礎
産
業
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
電

気
事
業
に
対
す
る
基
本
的
政
策

の
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
政
府
お
よ
び
電
気
事
業
界
の
と
る
べ

き

方
策
を
発
表
し
た
。
電
気
料
金
制
度
調
査
会

は
、
か
よ
う
な
政
府

お
よ
び
与
党

の
要
請
に
よ

り
、
学
識
経
験
者
二
五
名
を
委
員
(会
長
は
互
選
に
よ
り
原
安
三
郎
氏
)
、
公
益
事
業
局
を
事
務

局
と
し
て
、
三
十
二
年
十
二
月
六
日
の
閣
議
決
定
に
基
き
、
通
産
大
臣
の
臨
時

の
諮
問
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
、
電
気
料
金

の
長
期
安
定
、
料
金
原
価

の
高
騰
抑
制
な
い
し
低
減
お
よ
び
合
理

的
な
料
金
制
度

の
確
立
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
約

】
力
年
調
査
審
議

し
、
三
十
三
年
十
二
月
政

府

に
そ
の
答
申
書
を
提
出
し
た
。

②

調
査
会

の
答
申
書
の
概
要

調
査
会
の
答
申
書

は
、
第

一
部
総
論

に
お
い
て
、
電
気
料
金

に
関
す
る
基
本
的
問
題
点
、
就

中
料
金
原
価
の
高
騰
、
電
気
事
業

の
経
理
内
容

の
悪
化
の
原
因
を
分
析
し
た

の
ち
、
電
気
料
金

制
度

の
改
正
の
方
向
と
重
点

と
を
示
唆
し
て
お
り
、
第
二
部
各
論

に
お
い
て
は
、
料
金
の
決
定

原
則
、
算
定
基
準
、
料
金
体
系
、
原
価

の
高
騰
抑
制
な

い
し
低
減
対
策
、
料
金
地
域
差
、
融
通

料
金
、
卸
売
料
金
等
を
取
扱

つ
て
い
る
。

答
申
書

の
改

正
の
重
点
を
略
記
す
れ
ば
、
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈲

料
金
原
価

の
適

正
化

現
行
原
価
主
義

の
徹
底
化
、
営
業
費
の
標
準
化
、
料
金
算
定

条
件
策
定
の
厳
格
化
、
特
に
平
水

の
と
り
方

の
修
正
等
。

個

電
気
事
業

の
経
理
の
改
善

取
替
法
の
採
用
、
設
備

の
耐
用
年
数

の
短
縮
化
等
、

レ

ー
ト
ベ
ー

ス
方
式
に
よ
る
フ
ェ
ア
リ
タ
ー
ン
の
確
保
、
増
資
配
当
免
税
措
置

の
復
活
等
。

◎

電
気
料
金
体
系
の
合
理
化

需
用
種
別
の
区
分
、
二
部
料
金
制
度
お
よ
び
工
事
費
負

担
金
制
度
の
簡
明
、
合
理
化
等
。

⑪

電
気
料
金

の
安
定
化

料
金
原
価
算
定
期
聞

の
長
期
化
(
一
年
を
二
年
に
延
長
)
等
。

画

原
価
の
高
騰
抑
制
な
い
し
低
減

企
業
内
部
の
合
理
化
の
徹
底
、
広
域
運
営

の
推
進
、

開
発
計
画
の
合
理
化
、
金
利
お
よ
び
公
租
公
課

の
軽
減
、
補
償
費
の
適
正
化
、
重
油
専
焼
設



備

の
設
置
制
限
の
緩
和
等
。

な
お
、
料
金
地
域
差

に
つ
い
て
は
、
原
価
主
義
を
採
用
す
る
以
上
や
む
を
え
な

い
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

圖

今
後

の
課
題

調
査
会

の
答
申

は
、
現
行
制
度
改
正
の
大
綱
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
た

め
、
政
府

に
お
い
て

は
そ

の
趣
旨
を
十
分
尊
重
し
、
学
識
経
験
者
、
需
用
者
お
よ
び
電
気
事
業
者
の
意
見
を
徴
し
つ

つ
、
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
事
項

(
例
え
ば
、
事
業
報
酬
の
具
体
的
算
定
方
法
、

標
準
経
費
の
算
定
方
式
、
料
金
体
系

に
お
け
る
技
術
的

・
細
目
的
事
項
、
平
水

の
と
り
方
、
電

源
開
発
方
式
、
補
償
費

の
適
正
化
等
)
を
可
及
的
速
か
に
検
討
す
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
、
目

下
検
討
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
事
項
の
検
討
完
了
は
三
十
四
年
七
月
以
降
と
な
る
見
込
で
あ

る
。

三
、
電

力

の
需

給

調
整

(
一
)

昭
和
三
十
三
年
度

の
電
力
需
給
計
画
の
作
定

電
力
需
給
計
画
は
、
電
力
需
給

の
実
態

の
把
握
、広
域
運
営

に
お
け
る
需

給
お
よ
び
融
通
計
画
、

給
電
運
用
の
指
導
、
融
通
契
約

の
認
可
、
受
電

の
認
可
、
特
別
契
約
の
認
可

、
発
電
用
燃
料
計
画

の
策
定
、
電
気
料
金
原
価
の
算
定
、
事
業
収
支
の
見
通
し
、
電
源
開
発
規
模

お
よ
び
方
式

の
検
討

等
の
電
力
行
政
上
の
諸
問
題
の
指
針
と
し
て
、
毎
年
度
当
初

に
策
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

三
十
三
年
度

の
電
力
需
給
計
画
は
、
戦
後
の
こ
れ
ま
で
の
毎
年

の
計
画
に
比

べ
多
く

の
特
色
を
鼠

つ
て
い
る
。

第

一
に
、
新
増
設
発
電
所
の
完
成

に
よ
り

一
七
九

・
四
万
K
W
の
出
力
増

が
見
込
ま
れ
、
大
巾

に
供
給
力
が
増
加
す
る
こ
と
と
、
前
年
度
後
半
以
来
の
電
力
需
用

の
鈍
化
傾
向
と
に
よ

つ
て
、
従

来
に
比
し
著
し
く
緩
和
さ
れ
た
需
給

の
様
相
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
と
見
ら
れ
た
こ
と
.)

第
二
に
、

一
部
の
地
域
に
お
い
て
は
若
干

の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
が
、
三
十
三
年
四
月

に
発
足

し
た
広
域
運
営
体
制
の
推
進
に
よ
り
、
実
際
上
は
相
当
カ
バ
ー
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
特
に

経
済
融
通
、
協
調
融
通
等
従
来
計
画
さ
れ
て
い
な
か

つ
た
融
通
に
期
待
す
る
こ
と
を
目
が
け
て
い

る
こ
と
等

で
あ
る
。

需
給
計
画
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
十
三
年
度
の
電
力
需
用

の
見
通
し
は
、
全
国
計
で
六
四
五
億
K
W
H
(
揚
水
用
を
含
む
。
)
で
、

前
年
度
実
績

に
比
べ

一
〇

八
・
二
%

の
増
加
と
な

つ
て
い
る
。
そ

の
内
訳
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

◎
三
十
三
年
度
電
力
需
要
量

(億
K
W
H
)

対
前
年
度
比

(
%
)

電

灯

九
七

・
四

一
〇
六

・
七

小

口

電

力

一
一
〇

。
一

一
〇
九

・
一

大

口

電

力

三
九
七

・
九

一
一
一
・
九

そ

の

他

と

も

合

計

六
四
五

・
〇

一
〇
八

・
二

一
方
供
給
力

は
、
供
給
力
の
大
巾

の
増
加
、
送
電
損
失
率

の
低
下
、
地
帯
間
融
通
を
広
域
的
見

地
か
ら
大
巾
に
増
加
す
る
等
に
よ
り
、
結
局
発
電
端
で
七
六
四

・
三
億
K
W
H
(水
力
四
三
三
・
三

億
K
W
H
、
火
力

二
六
〇

・
五
億
K
W
H
、
他
社
受
電
七
〇

・
五
億
K
W
H
)
で
需
用
端
で
は
六

三
九

・
九
億
K
W
H
と
な

つ
た
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
金
国
合
計
で
五

・
二
億
K
W
H
の
不
足

(
不

足
率
○

・
八
%
)

と
な
る
が
、
出
水

の
不
等
性
な
ど
を
考
慮

し
、
広
域
的
な
給
電
運
用
を
行
う
こ

と
に
よ

つ
て
こ
の
不
足
は
相
当
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
地
域
別
に
は
東
北

(
二

・
五
%
)
東

京

(
一
・
五
%
)
中
部

(
○

・
五
%
)
関
西

(
O

・
三
%
)
中
国

(
○

・
一
%
)
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
、
東
京
、
中
部
、
関
西
の
不
足
は
主
と
し
て
渇
水
期

の
ピ
ー
ク
時
の
不
足
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
数
字
的
に
若
干

の
不
足
が
あ
る
が
、
従
来
に
比
べ
る
と
著
し
く
緩
和
し
て
お
り
、

ま
た
、
前
年
来
の
電
力
需
用
の
鈍
化
傾
向
は
、
こ
の
見
通
し
以
上
に
深
刻
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
従

つ
て
こ
の
計
画
よ
り
下
廻
る
こ
と
が
当
初
よ
り
予
想
さ

れ

た

の

で
、
戦
後
最
も
緩
和
さ

れ
、
ほ
ぼ
需
給
は
バ
ラ
ン
ス
す
る
見
通

し
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
二
)

三
十
一二
年
度
の
電
力
需
給

電
灯
需
用
は
、

三
十
二
年
度
に
引
き
続
き
家
庭
電
化
の
普
及
に
よ
り
各
月
と
も
堅
調
な
伸
び
を

示
し
、
伸
び
率
は
戦
後
最
高
の
九

・
八
%
を
示
し
た
。
産
業
用

の
電
力
需
用
は
、
上
期
は
な
べ
底

景
気
を
反
映
し
て
伸
び
悩
み
、
昨
年
上
期
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
止
ま
つ
た
。
下
期
に
入
つ
て
漸
く
景

気
回
復
の
き
ざ

し
が
見
え
、
鉄
鋼
を
は
じ
め
と
し
て
電
力
需
用
は
増
加
し
、
前
年
度
実
績

の

一
割

以
上
の
伸
び
を
示

し
た
。
結
局
年
度
と
し
て
は
電
灯
電
力
合
計
で
七
%
の
伸
び
と
な
り
、
こ
こ
数

年
に
比
べ
最
低

の
増
加
率
と
な
り
、
年
度
当
初

の
計
画
に
比
べ
て
は

一
八
億
K
W
H
下
廻
つ
た
。

一
方
供
給
力

は
、
出
水
率
が
、
六
月
お
よ
び
七
月
に
長
期
異
常
渇
水
が
あ

つ
た
が
、
夏
期
渇
水

期
以
降
は
豊
水
が
続
き
、
特
に
冬
季
渇
水
期
に
入

つ
て
暖
冬
の
た
め
相
当
の
豊
水
と
な
り
、
年
間

と
し
て
は
出
水
率

は

一
]
一
。
八
%
と
前
例
の
な
い
豊
水
と
な

つ
た
。
こ
の
た
め
火
力
発
電
は
電

力
需
用
の
伸
び
悩
み
も
あ

つ
て
計
画
の
七
三
%
に
止
ま

つ
た
。

電
力
需
用
対
前

年
度
増
加
率
を
三
十
年
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

つ
て
い
る
Q

一二
〇
年

一
一
一
・
○
%

一二
一
年

一
一
六

・
六
%



三
二
年

一
一
四

・
○
%

三
三
年

一
〇
七

・
○
%

本
年
度
の
需
給
状
況
と
し
て
は
、
五
月
下
旬
か
ら
全
国
的
に
約
ニ
カ
月
続

い
た
長
期
異
常
渇
水

に
よ
り
、
需
給
が
逼
迫
し
、
東
北
、
東
京
両
地
域
で
は
他
地
域
か
ら
の
融
通

の
強
化
等
供
給
力

の

増
強

に
つ
と
め
た
が
、
サ
イ
ク
ル
、

一
般
配
電
線
の
電
圧
の
低
下
、
特
約
需

用
の
調
整
等
の
需
用

対
策
が
と
ら
れ
た
。
八
月
の
夏
季
渇
水
期
を
ひ
か
え

て
先
の
見
通
し
は
暗
く
、
電
気
事
業
者

の
自

主
的
調
整

の
み
で
は
混
乱
を
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
、
法
的
使
用
制
限
の
発
動
が
準
備
さ
れ
た
。
し

か
し
幸

い
七
月
末
に

=

号
台
風

は
東
日
本

に
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
出
水
は
急
増
し
、
竃
力
事
情

は

一
挙
に
好
転
し
、
サ
イ
ク
ル
、
電
圧
は
正
常
に
、
特
約
需
用

の
抑
制
も
解
除
さ
れ
た
。
そ

の
後

は
出
水
は
好
調
で
、
需
給
状
況
は
概
ね
順
調
に
推
移

し
た
。

地
帯
間
の
電
力
融
通
は
、
以
上
の
よ
う
に
豊
水
と
需
用

の
伸
び
悩
み
か
ら
、
東
北
、
北
陸
向
け

の
電
力
需
給
不
均
衡
是
正
融
通
は
計
画
を
大
巾
に
下
廻
り
、
当
初
計
画

一
八
億
K
W
H
に
対
し
僅

か
四
億
K
W
H
に
止
ま

つ
た
。
経
済
融
通
は
本
年
度
よ
り
広
域
運
営
体
制

の
実
施
に
よ

つ
て
各
社

間

の
ル
ー
ル
の
確
立
も
あ
り
、
六

・
六
億
K
W
H
と
前
年
度
実
績

の
四
倍

に
達
し
た
。
小
口
そ

の

他

の
融
通
と
あ
わ

せ
、
融
通
量
は

]
四

。
七
億
K
W
H
と
計
画
二
五
億
K
W
H
を
下
廻

つ
た
が
、

こ
れ
は
不
均
衡
是
正
融
通
が
著
し
く
計
画
を
割

つ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
十
三
年
度
の
電
力
需
給
は
、
六
月
、
七
月
に

一
部

の
地
域

に
需
給
調
整
が
行
わ

れ
た
が
、
年
度
を
通
じ
て
み
る
と
電
力
需
用

の
鈍
化
も
あ
つ
て
順
調
に
経
過

し
、
戦
後

の
電
力
不

足
時
代
か
ら
需
給
均
衡
時
代

へ
の
転
換
期
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
サ
イ
ク
ル
を
例
に

と
る
と
明
ら
か
で
、
従
来

は
サ
イ
ク
ル
の
低
下
が
殆
ど
常
態
に
近
か

つ
た

の
で
あ
る
が
、
漸
く
サ

イ
ク
ル
の
低
下
す
る
の
は
概
ね
特
殊

の
事
情

の
あ
る
と
き

に
限
ら
れ

て
き

て
お
り
、
供
給
力
に
か

な
り
の
弾
力
性
が
で
き
て
き

た
。
今
後
は
電
力
の
量
的
な
確
保
の
み
な
ら
ず

、
質
的
な
確
保
の
た

め
に
努
力
を
傾
注
す
べ
き
時
期
に
入

つ
て
き
た
と
い
え
る
。

(
三
)

電
力
需
給
面
に
お
け
る
広
域
運
営

の
推
進

九
電
力
会
社
お
よ
び
電
源
開
発
会
社
に
よ
る
電
気
事
業
の
広
域
運
営
体
制

は
、
三
十
三
年
四
月

一
ロ
に
発
足
し
た
。
こ
の
間
中
央
協
議
会
お
よ
び
全
国
四
ブ

ロ
ッ
ク
の
各
地

域
協
議
会

の
組
織
を

通
じ
て
広
域
的
運
営
に
努
め
、
相
当
の
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
こ
の

一
年

は
広
域
運
営
体
制

の

基
盤

の
整
備
が
行
わ
れ
た
段
階
と
み
る
べ
き
で
、
真

の
成
果
は
今
後

に
期
待

す
べ
き

も

の

で
あ

る
。こ

の

一
年
聞
に
お
け
る
電
力
需
給
面
に
お
け
る
広
域
運
営

の
推
進
状
況

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

各
社

の
発
送
電
設
備

の
運
営

の
協
調
を
は
か
り
、
広
域
的
に
給
電
運
用

を
行
う
た
め
に
中
央
給

電
連
絡
司
令
所
お
よ
び
各
地
域
給
電
連
絡
司
令
所
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
融
通
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、
そ
の
基
礎
と
し
て
必
要
な
地
域
内
お
よ
び
地
域
聞
の
ル
ー
ル
が
漸
次
確
立
さ
れ
、
経
済

融
通
契
約

の
整
備
、
協
調
融
通
電
力
の
新
設
等
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
三
十
三
年
度
に
お
け

る
経
済
融
通
量
は
六

・
六
億
K
W
H
に
達
し
、
異
常
な
豊
水
と
需
用
の
伸
び
悩
み
の
影
響
が
大
き

か

つ
た
と
は
い
え
、
前
年
度

の
実
績

一
・
六
億
K
W
H
に
比
べ
飛
躍
的
な
増
加
を
示
し
、
こ
れ
に

よ

つ
て
得
ら
れ
た
利
益
は
約

一
四
億
円
に
の
ぼ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
異
常
時

に
お
け
る
電
力
不
足
を
補
う
た
め
の
融
通
(協
調
電
力
、
補
給
電
力
)
は
、
七
、

九
〇
〇
万
K
W
H

と
前
年
度

の
二
倍
の
実
績
を
示
し
た
。
特
に
六
月
、
七
月
の
長
期
異
常
渇
水
時

に
お
い
て
、
渇
水

の
最
も
甚
だ
し
か
つ
た
東
北
、
東
京
両
地
区

の
需
給
逼
迫
に
応
じ
そ
の
殆
ど
が

受
給
さ
れ
、
需
給

の
緩
和
に
役
立
ち
、
法
的
制
限
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
協
調
電

力
の
新
設
の
ほ
か
、
広
域
運
営
的
見
地
か
ら
、
送
電
会
社
が
供
給
余
力
を
す
べ
て
融
通
に
振
向
け
、

更
に
火
力
発
電
所

の
補
修

の
繰
延
べ
、
サ
イ
ク
ル
の
低
下
、
特
約
需
用
の
抑
制
等

の
措
置
を
と
つ

て
応
援

し
た
結
果

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
異
常
渇
水
時
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
異
常
時

に
お
け
る

融
通

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
異
常
時
の
融
通

の
円
滑
化
を
更

に
図
る
こ
と
と
な

つ
た
。

こ
の
ほ
か
、
融
通
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

の
増
強
等
も
逐
次
行
わ
れ
、
各
社
間
の
系
統
併

列
運
転
の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
三
月
十
三
日
か
ら
中
国
、
九
州
間
の
常
時
併
列
運
転
が
実
施
さ
れ

た
。
ま
た
五
〇

・
六
〇
サ
イ
ク
ル
聞
の
融
通
強
化
に
つ
い
て
も
佐
久
間
発
電
所
の
運
用
方
法
の
改

善
が
実
施
さ
れ
た
。
融
通
電
力
料
金

に
つ
い
て
も
、
東
北
、
北
陸
両
地
区
に
対
す
る
不
均
衡
是
正

融
通
の
料
金
を
若
干
引
き
下
げ
、
ま
た
、
補
給
電
力
も
引
き
下
げ
る
ほ
か
、
更

に
安
い
協
調
電
力

を
新
設
し
て
補
給
電
力

と
同
じ
役
割
を
果
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
融
通

の
円
滑
化
を
図

つ
た
。
今
後

は
更

に
、
系
統
連
繋

の
強
化
、
供
給
余
力
お
よ
び
運
転
予
備
力
の
各
社
分
担
方
法
の
合
理
化
等
の

問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
各
社

の
協
力
に
よ
つ
て
そ

の
効
果
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

(四
)

火
力
発
電

用
燃
料

火
力
発
電
設
備

の
増
大
に
伴

い
火
力
発
電
用
燃
料

は
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
所
要
量
の
確

保

と
炭
価

の
安
定

は
、
電
力
需
給
上
、
電
力
原
価
上
極

め
て
重
要
な
問
題
と
な

つ
て
い
る
。

本
年
度

は
、
年

度
当
初

の
予
想
と
し
て
消
費
量
は
、
総
合
石
炭
量
で

一
、
六
九
八
万
屯

(
石
炭

一
、
四
三
二
万
屯
、
重
油

一
四
七
万
K
五
)
と
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
の
計
画
に
比
べ
石
炭
四
四

一

万
屯
、
重
油
二
四
万
K
上
の
増
で
あ
る
。
石
炭
と
重
油

の
醗
分
に
つ
い
て
は
、
重
油
は
新
鋭
火
力

発
電
所
の
大
巾
な
稼
動
開
始
に
伴

つ
て
相
当
増
量

の
必
要
が
あ
り
、
価
格
も
低
廉
と
な

つ
て
き
た

た
め

一
七
〇
万
キ

ロ
リ
ッ
ト

ル
程
度
を
必
要
と
し
た
が
、
国
内

エ
ネ
ル
ギ
ー
優
先
と
い
う
立
場
か



ら
極
力
重
油

の
消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
と
な
り
、
重
油
混
焼
率

一
六

.
五
%

で
算
定
し
て
計
画
を

組
ん
だ
。
石
炭

の
受
入
計
画
は

一
、
三
二
四
方
屯
で
、
こ
れ
は
三
十
三
年
度

末
の
貯
炭
を
渇
水
期

の
約

一
ヵ
月
消
費
相
当
分

と
見
込
み
、
三
十
二
年
度
末
貯
炭
二
七
九
万
屯
と

の
差
額

一
二
六
万
屯

は
貯
炭

の
払
出
し
と
し
た
。

こ
の
計
画
に
対
し
、
実
績
は
、
出
水
率
が

一
一
一
・
八
%

の
豊
水

で
あ

つ
た
こ
と
、
お
よ
び
需

用

の
伸
び
悩
み
に
よ
り
火
力
発
電
が
計
画
の
七
二
%

に
止
ま
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
燃
料
消
費

率
が
、
新
鋭
火
力
の
稼
働
率
が
高
く
な
り
、
計
画
の

一
K
W
H
当
り
O

.
六
三
K
G
に
対
し
、

一

K
W
H
当
り
0

・
五
九
K
G
と
な

つ
た
た
め
、
石
炭
消
費
は
計
画
を
四
八
四
万
屯
下
廻

つ
た
九

一

六
万
屯
と
な
つ
た
。
重
油
消
費
は
四
二
万
K
L
減

の

一
〇

五
万
K
工
と
な
つ
た
。

本
年
度

の
燃
料
対
策
と
し
て
は
、
石
炭
取
引
の
長
期
安
定
化

の
た
め
の
施
策
と
、
石
炭
不
況
対

策

へ
の
電
力
側
の
協
力

と
が
主
な
も
の
で
あ

つ
た
。
石
炭
取
引

の
長
期
安
定
施
策
と
し
て
は
、
三

十
二
年
暮
に
電
力
と
石
炭
と
の
五
人
ず

つ
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
電
力
用
炭
協
議
会
を
通
じ
て
、

年
度
は
じ
め
に
石
炭

の
取
引
量
と
価
格
に
つ
い
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
両
業
界

の
相
互
関
係

の
緊
密
化
を
促
進
す
る
た
め
の
会
合
が
し
ば

し
ば
持
た
れ
た
。
ま
た
前
年
度

以
来
の
懸
案
で
あ
る

石
炭
長
期
契
約
の
推
進
お
よ
び
共
同
貯
炭
場
建
設
問
題

に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

大

い
に
議
論
さ
れ
た
が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
特
別
進
展

せ
ず
次
年
度

へ
持

ち
越
す
こ
と
と
な

つ

た
。
し
か
し

一
方
に
お
い
て
長
期
の
相
互
依
存
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
電
力
用
炭
の
需

給
を
安
定
せ
し
め
る
目
的
の
も
と
に
、
石
炭
不
況
対
策

へ
の
協
力
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
の
発

電
用
重
油
の
大
巾
な
抑
制

の
実
施

と
、
下
期

に
お
け
る
石
炭
増
加
受
入
れ

の
実
行
と
を
み
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ

つ
た
。
特

に
石
炭

の
増
加
引
取
り
の
問
題

は
通
産

省
の
勧
告
に
基
い
て

電
気
事
業
が
電
力
用
炭

の
受
入
れ
を
年
度
当
初
計
画
に
で
き
る
だ
け
近
ず
け

よ
う
と
努
力
し
た
問

題
で
あ

つ
て
、
こ
の
た
め
電
力
側
の
貯
炭
は
三
十
三
年
十
月
以
後

は
四
〇
〇

方
ト
ン
と
い
う
大
量

貯
炭
を
維
持
す
る
と
い
う
異
常
現
象
を
呈
し
た
。

(
五
)

受
電

の
認
可

電
気
需
給
調
整
規
則
に
よ

つ
て
、
九
電
力
会
社
か
ら
五
〇
〇
K
W
以
上

の
電
気
を
受
電
し
よ
う

と
す
る
者
は
通
商
産
業
大
臣
の
認
可
を
要
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
規
則
に
基
い
て
認
可

さ
れ
た
新
規
若
し
く
は
増
加
受
電
は
、
昭
和
三
十
年
度
迄

は
全
国
で
年
間
約

五
〇
方
K
W
で
あ

つ

た
が
、
三
十

一
年
度
以
降
急
増
し
、
同
年
度
は
八
五
万
K
W
、
三
十

二
年
度

は
実
に

一
一
一
万
K

W
に
達
し
た
。
い
う
迄
も
な
く
産
業
界

の
好
況
を
反
映

し
た
旺
盛
な
設
備
投
資

と
生
産
拡
充
に
よ

る
も

の
で
あ
る
が
、
三
十
二
年
度
当
初

の
需
用
家
希
望
は
実
は
百
数
十
方

K
W
も
あ
り
、
供
給
力

は
到
底
こ
れ
を
充
足

し
得
ず
、
受
電
認
可
基
準
を
強
化
し
て
極
力
圧
縮
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
な

が
ら
、
三
十
三
年
度

は
電
源
開
発

の
進
捗
と
地
帯
開
電
力
融
通
の
強
化
に
よ
る
供
給
力

の
拡
充
が

行
わ
れ
た
こ
と
と
、

そ
の
反
面
前
年
度
後
半
か
ら

の
不
況
に
よ
り
需
用
の
伸
長
度
の
鈍
化
が
予
想

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
認
可
墓
準
を
緩
和
し
て
、
電
炉
電
解
需
用
に
対
す
る
常
時
比
率

(常
時
電
力

と
し
て
許
容
し
得
る
限
度
で
設
備
容
量
に
対
す
る
比
率
を
以
て
表
す
。
)
を
引
上
げ
た
。
然
し
同
年

度

の
認
可
実
績
は
、
処
理
件
数

一
、
三
〇
.0
件
、
常
時
電
力
の
増
加
は
七
八
方
K
W

(減
少
分
相

殺
後
)
に
止

つ
た
。

地
区
別
に
見
る
と
東
京
二
四
万
、
東
北

一
五
万
、
関
西

一
四
万
、
九
州

一
〇

万
、
中
部
九
万
、
中
国
四
万

(
各
K
W
)
の
順
で
、
北
海
道
、
四
国
の
増
加
は
僅
少
に
止
り
、
北

陸

は
逆
に
減
少

し
た
。
産
業
別
に
見
る
と
、
鉄
鋼

(
一
四
万
K
W
)
が
首
位
で
全
体

の

一
八
%
を

占

め
、
以
下
機
械
、

一
般
化
学
、
私
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
硫
安
、
紙
パ
ル
プ
、
石
炭
、
国
鉄
、
カ

ー
バ
イ
ド
の
順
と
な

つ
て
い
る
。

最
近

の
電
源
開
発

は
、
新
鋭
火
力
、
ダ

ム
式
水
力
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
た
め
常
時
供
給
力

の
増
強
が
著
し
い
が
、
反
面
調
整
的
な
電
力
が
減
少
し
電
力
多
消
費
産
業
に
種

々
の
影
響
を
与
え

て
お
り
、
受
電
認
可
制
度

の
運
用
に
お
い
て
、
常
時
電
力
の
み
で
な
く
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
合
理
的

な
活
用
と
い
う
広

い
視
野
か
ら
、
各
種

の
電
力

と
各
種
の
負
荷
と
の
右
機
的
な
吻
合
を
企
図
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
て

い
る
Q

四
、

電

源
開

発

の
問

題

(
一
)

概

説

三
十
三
年
度
は
、
前
年
度
に
引
続
い
て
電
力
設
備
の
拡
充
に
大
き
な
進
展
を
み
た

年

で

あ

つ

た
。
こ
の
結
果
、
三
十
四
年
度

に
お
い
て
は
戦
後

は
じ
め
て
若
干
の
供
給
余
力
を
も
ち
得
る
見
込

で
あ
り
、
三
十
五
年

度
以
降
に
お
い
て
電
力
長
期
計
画
に
基
く
電
源
開
発
が
順
調
に
推
進
さ
れ
、

需
要
面

に
お
け
る
特
別
の
変
動
が
な
け
れ
ば
あ
る
程
度
の
供
給
余
力
を
保
持
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
ろ
う
Q

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
電
源
開
発
の
緊
要
性
が
緩
和
さ
れ
、
従

つ
て
そ
れ

へ
の
努
力

の

減
退
も
或
程
度
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
断
じ
て
な

い
。
な
ぜ
な
ら
電
力
需

用

は
今
後
も
毎
年
約

一
〇
%
程
度
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
設
備

の
近
代
化
も
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
電
源
開
発
は
、
依
然
と
し
て
政
府

の
最
重
点
施
策
の

↓
つ
で
あ
る
こ
と
を
失
わ
な

い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
電
力
に

つ
い
て
は
、
そ
の
量
的
確
保
と
と
も
に
そ
の
廉
価
な
供
給
と
い
う
こ
と
が
必
要



で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
電
力

の
量
的
確
保
が
強
調
さ
れ
る
に
急

で
あ

っ
た
結
果
、

最
経
済
的
な
電
源
開
発

の
実
施
が
電
気
事
業

の
新
た
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
れ

を
解
決
す
べ
く
、
広
域
運
営

の
促
進
と
と
も
に
、
開
発
方
式
、
補
償

の
合
理
化
等
に
つ
い
て
も
検

討
を
行

つ
て
お
り
、
そ

の
成
果
は
逐
次
実
施

に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

(
二
)

電
力
長
期
計
画

長
期
電
源
開
発

の
目
標
は
、
三
十
二
年
十

二
月
十
日
の
第
二
三
回
電
源
開
発
調
整
審
議
会

の
議

を
経
て
決
定
し
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
総
理
府
告
示
第
五
百
三
十
二
号
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
電
力
長
期
計
画

(
三
十
二
年
度
な
い
し
三
十
七
年
度
)
は
、
い
わ
ゆ

る
電
力
五
力
年
計
画

を
改
訂
し
て
策
定
さ
れ

た

も

の

で
、
三
十
七
年
度
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
送
電
端
電
力
需
用
約

一
、
○

一
九
億
K
W
H

(電
気
事
業

に
期
待
す
る
も

の
約
八
九
九
憶
K
W
H
、
自
家
用

に
期
待
す

る
も

の

一
二
〇
億
K
W
H
)
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
計
画
期
間
内
に
約

一
、

】
二
〇
万
K
W
の

電
源
開
発
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

計
画

の
概
要
を
示
す
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

ω

三
十
二
年
度
以
降
三
十
七
年
ま
で
に
完
成
す
べ
き
計
画
出
力
は
、
既

決
定
分

に

つ

い

て

は
、
水
力
約
四

一
八
万
K
W
、
火
力
約
五
四
〇
万
K
W
、
計
九
五
八
万

K
W
で
企
業
形
態
別

に
は
、
電
源
開
発
会
社
約

】
四
〇
万
K
W
、
公
営
電
気
事
業
約
五
八
万

K
W
、
九
電
力
会
社

約
七
二
三
万
K
W
、
そ

の
他
電
気
事
業
者
約
二
五
万
K
W
、
自
家
用
発
電
業
者
約

=

↓万
K

W
と
な

つ
て
お
り
、
こ
れ
に
三
十
四
年
度
以
降
着
工
し
三
十
七
年
度
ま
で
に
完
成
予
定
の
未

決
定
分
約

}
六
二
万
K
W
を
含
め
、
合
計
約

}
、

一
二
〇
方
K
W
で
あ

る
。

②

三
十
二
年
度
以
降

三
十
七
年
度
ま
で
に
電
力
設
備
に
投
資
す
る
総
所
要
資
金
は
約

一
七
、

七
三

一
億
円

(
こ
の
う
ち
に
は
、
三
十
七
年
度
以
降
に
完
成
す
る
電
力
設
備

の
期
間
内
所
要

工
事
資
金
約
二
、
四
六
九
億
円
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
外
資
分
と
し
て
工
事
量

で
約
三
三
二
億
円
が
あ
る
)
と
見
込
ま
れ
る
。

(
三
)

三
十
三
年
度
計
画

三
十
三
年
度
計
画
は
三
十
三
年
七
月
九
日
の
第
二
五
回
電
源
開
発
調
整
審
議
会

の
議
を
経
て
決

定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
前
記

の
電
力
長
期
計
画
を
長
期
の
電
源
開
発

の
目
標

と
し
て
お
り
、
継

続
工
事
約
七

=
二
方

K
W
の
外
に
、
さ
ら
に

一
〇

五
万
K
W
の
新
規
電
源
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

を
主
体
と
し
、
送
変
配
電
お
よ
び
業
務
用
等

の
電
力
施
設

の
拡
充
工
事
お
よ
び
改
良

工

事

を

含

め
、
約
三
、
〇

一
六
億
円

の
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
十
三
年
度
工
事
中
の
水

力
三
五
八

(
万
K
W
)
火
力
四
六
〇

(
万
K
W
)
計
八

一
八

(
万
K
W
)

と
な

つ
て
い
る
。

工
事

資
金
関
係
は
次
表

の
よ
う
に
な

つ
て
い
る
。

◎

三
十

三
年

度
所

要

工
事

資
金

(単
位
…
億
円
、
構
成
比
%
)

ω

企
業
形
態
別

電
源
開
発
会

社

四九
八

一六
・五
%

公
営
電
気
事
業
者

烹
〇

五
・〇

九
電
力
会
杜

二
、三
天

七
六
六

そ
の
他
電
気
事
業
者

五〇

丁
七

自
家
用
発
電
業
者

ー

!

(計
)

三
、O
=
ハ

6
0
・O

②

施

設

別

滋
北
雷
唱

二
、
〇
六
五

六
八
・五
%

送

変

配

電

業

務

七
七
六

二
五
・七

改

自
撲
工
寅
甫

一七
五

五
・八

(
計

)

三
、
〇
ニ
ハ

δ
0
6

(
四
)

三
十
三
年
度
計
画
の
実
績

三
十
三
年
度

に
運
転
を
開
始
し
た
水

・
火
力
発
電
所
は
、最
大
出
力
約

一
六
七
万
K
W
(推
定
実

績
)
で
あ

つ
て
、
企
業
形
態
別
に
つ
い
て
三
卜
三
年
度
計
画
と
比
較
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎

三

十

三
年

度
企
業

形
態

別
運
転

開
始

出
力

比
較

表

(
単
位
…
万
K
W
)

(計

画
)

(
実

績
)

(差

引
)

電

源

開

発

会

社

九

九

〇

公

営

電

気

事

業

者

三
二

一
四

一

九

電

力

会

社

一
六
四

↓
三
二

△
三
二

そ
の
他
電

気

事

業

者

-

I

I

自

家

用

発

電

業

者

-

一
二

一
二

(
計
)

一
八
六

】
六
七

△
一
九

(
計

画
)

(
実

績
)

(差

引
)

◎

三
十

三
年

度

企
業

形
態
別

工
事
資

金

比
較
表

(
単

位

…
億

円
)

電

源

開

発

会

社

四
九
八

四
八
四

△
一
四

公

営

電

気

事

業

者

一
五
〇

一
五
〇

〇

九

電

力

会

社

二
、
三

一
八

二
、
二
三

↓

△
八
七

そ

の
他
電

気

事

業

者

五
〇

四
五

△
五

自

家

用

発

電

業

者

-

一

一



(
計
)

三
、
〇

一
六

二
、
九

一
一

△
一
〇

五

な
お
、
資
材

に
つ
い
て
は
、
そ
の
調
達

に
困
難
を
き
た
し
た
も

の
は
な
く
、

一
般

に
値
下
り
の

傾
向

で
あ

つ
た
。

(
五
)

資

金

調

達

三
十
三
年
度
に
お
け
る
資
金
調
達

の
事
情
を
企
業
形
態
別

に
述
べ
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

電
源
開
発
株
式
会
社

の
三
十
三
年
度
の
資
金
調
達
実
績

は
、
工
事
費
そ
の
他
で
約
四
九
六
億
円

で
あ

つ
た
。
同
社
の
資
金
調
達
源
は
、
そ

の
大
部
分
が
財
政
投
融
資
で
あ
る
が
、
そ
の
三
十
三
年

度
調
達

の
内
訳
は
、
産
業
投
資
特
別
会
計
八
〇
億
円
、
資
金
運
用
部
資
金

二
五

一
億
円
、
産
投
会

計

(
外
債
)

↓
〇
六
億
円
、
余
剰
農
産
物
見
返
円
そ
の
他
二
〇
億
円
と
な

つ
て
い
る
。
な
お
、
内

部
留
保
等

の
自
己
資
金
は
三
九
億
円
で
あ
る
。

公
営
電
気
事
業
者
の
資
金
調
達
実
績

は
計
画
通
り

一
五
〇
億
円
で
あ

つ
た
。
源
泉
別
に
は
、
財

政
資
金
引
受
分

=
二
〇
億
円

(資
金
運
用
部
資
金
引
受
分
六
五
億
円
、
簡
易

保
険
引
受
六
五
億
円

分
)
、
公
募
分
二
〇
億
円
と
な

つ
て
い
る
.、

九
電
力
会
社
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
総
工
事
資
金
約
二
、
三

一
八
億

円
、
債
務
償
還
そ
の

他
を
加
え
た
総
資
金
需
要
約
三
、
六
二
七
億
円
で
あ

つ
た
が
、
実
績
は
総

工
事
費
約

二
、
二
一三

億
円
、
債
務
償
還
約

一
、
二
〇
八
億
円
、
そ

の
他
約

一
〇
億
円
、
合
計
三
、
四
四
九
億
円
と
計
画

を
下
廻
り
、
前
年
度
実
績
に
比
較
す
れ
ば
総
資
金
需
要
で
約
七
八
四
億
円
上
廻

つ
て
い
る
。

次
に
資
金
調
達
源
別
に
は
、
ま
ず
第

一
の
資
金
源
で
あ
る
内
部
留
保
は
未
曽
有
の
豊
水

の
影
響

と
渇
水
準
備
金
が
大
多
数
の
会
社
が
頭
打
ち
に
な

つ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
年
を
約
八
四
億
円
上

廻

つ
た
。

第

二
に
開
発
銀
行
資
金
は
、
九
電
力
向

に
二
四
〇
億
円
を
配
分

し
た
が
、
そ

の
配
分
方
式
は
ほ

ぼ
前
年
度
と
同
様
で
あ
り
、
電
源
工
事
全
部

(輸
入
火
力
関
係
工
事
お
よ
び
世
界
銀
行
対
象
工
事

外
資
分
を
除
く
。
)
と
送
変
電
工
事

の
約
二
分
の

一
を
対
象
工
事
と
し
、
開
発
銀
行
資
金
二
四
〇
億

円

と
三
十
二
年
度

の
超
過
償
却
の
う
ち
開
発
銀
行
融
資
対
象
エ
事
量

に
相
応

す
る
と
み
な
さ
れ
る

額
と
の
合
計
額
を
原
資
と
し
て
各
社

の
開
発
銀
行
対
象
工
事
に
平
等

に
醗
分

を
行
い
、
各
社
の
三

十
二
年
度
超
過
償
却

の
う
ち
開
発
銀
行
対
象

工
事
に
相
応
す
る
と
み
な
さ
れ
る
分
を
控
除
し
た
額

に
相
当
す
る
金
額
を
融
資
目
途
額

と
し
た
。

第
三
に
増
資
は
発
行
額
で
約
三
七
四
億
円
で
前
年
を
約
六
五
億
円
上
廻

つ
て
い
る
。

第
四
に
社
債
は
発
行
額
で
五
二
四
億
円
で
前
年
を
約

一
二
八
億
円
上
廻

つ
た
。

第

五
に
市
中
銀
行

・
興
長
銀

・
生
命
保
険
団

・
信
託
銀
行

の
借
入
金

は
生
命
保
険
団
か
ら
の
借

入
金
を
除
い
て
い
ず
れ
も
前
年
を
上
廻

つ
て
い
る
。
な
お
、
純
増
額
で
は
市
中
銀
行
か
ら

の
借
入

の
み
が
前
年
を
下
廻

つ
て
い
る
。

そ

の
他
電
気
事
業
者
お
よ
び
自
家
用
発
電
業
者
の
設
備
資
金
調
達
実
績
は
計
画
の
約
六
六
億
円

に
対
し
約
五
七
億
円

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
開
発
銀
行
資
金

は
約

一
〇
億
円
で
あ
る
。

(
⊥ハ)

外

溶
只
導

入

電
力
事
業
に
お
い
て
は
、
二
十
八
年
以
来
、
相
次
い
で
外
資
導
入
が
な
さ
れ
た
が
三
十
三
年
度

は
第
二
次
世
界
銀
行

借
款

(
イ
ン
パ
ク
ト

・
ロ
ー
ン
)
が
成
立
し
た
特
筆
す
べ
き
年
で
あ

つ
た
。

三
十
二
年
九
月
に
政
府

が
世
界
銀
行
に
対
し
申
込
を
行

つ
た
電
力
関
係
の
借
款

の
内
容
は
電
源

開
発
会
社
の
奥
只
見
、
田
子
倉
お
よ
び
御
母
衣

の
各
発
電
所
な
ら
び
に
只
見
送
変
電
設
備
、
中
部

電
力

の
畑
薙
第

一
お
よ
び
第

二
発
電
所
、
北
陸
電
力
の
有
峯
発
電
計
画
、
な
ら
び

に
関
西
電
力

の

黒
部
川
第
四
発
電
所
を
そ
の
対
象

工
事
と
し
、
三
十
二
年
第
四

・
四
半
期
以
降
完
成
ま
で
の
工
事

費
の
約
四
〇
%

に
当

る
総
額
約
二
億
ド
ル
の
借
入
れ
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

そ

の
後
三
十
二
年
十

一
月
に
は
世
界
銀
行

の
調
査
団
が
来
日
し
、
約

一
ヵ
月

に
わ
た
り
各
借
入

会
社
お
よ
び
対
象
工
事

の
審
査
を
行

つ
て
帰
国
し
た
が
、
三
十
三
年
三
月
か
ら
関
西
電
力
借
款
を

最
初
に
具
体
的
な
借

款
交
渉
に
入

つ
た
。
通
商
産
業
省
か
ら
は
世
界
銀
行

の
要
請
も
あ

つ
て
、
今

井
経
理
参
事
官
が
ワ

シ
ン
ト
ン
に
出
張
し
、
目
本

の
電
力
政
策
等

の
基
本
間
題
に
つ
い
て
世
界
銀

行
と
折
衝

し
た
。

こ
の
際
特
に
問
題
と
な

つ
た

の

は
、
日
本
政
府

の
電
気
料
金
政
策

で
あ

つ
た

が
、
当
時
電
気
料
金
制
度
調
査
会
に
お
い
て
合
理
的
な
電
気
料
金
制
度
を
確
立
す
べ
く
鋭
意
審
議

中
で
あ

つ
た

の
で
、

[
本
政
府

と
し
て
は
電
力
会
社
の
財
務
状
況
の
改
善
に
つ
い
て
は
同
調
査
会

に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
電
力
会
社

の
内
部
留
保
を
増
大
し
、
資
本
構
成
比
率

を
改
善
す
る
こ
と
を
必
要
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
方
向
に
進
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
旨

を
説
明
し
、
さ
ら
に
三
十
三
年
五
月
二
十
七
日
付
で
通
商
産
業
大
臣
か
ら
ブ
ラ
ソ
ク
総
裁
あ
て
同

趣
旨

の
書
簡
を
送
り
、
そ
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過

に
よ
り
関
西
電
力

の
借
款
が
六
月
十
三
日

(
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
)
に
成
立
し

た
の
を
最
初
に
、
北

陸
電
力

の
借
款
が
六
月
二
十
七
日
(
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
)
、
中
部
電
力

の
借
款

が
九
月
十
日

(
ワ
シ

ン
ト
ン
時
間
)
に
い
ず
れ
も
成
立
を
み
た
。

残
る
電
源
開
発
会
社

の
借
款
に
つ
い
て
は
三
十
三
年
十

一
月
、
世
界
銀
行
は
再
び
調
査
団
を
派

遣
す
る
と
と
も
に

一
億
ド

ル
に
上
る
多
額

の
融
資
を

一
企
業
に
対
し
与
え
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、

今
後
道
路
等
に
対
す

る
借
款
を
考
慮
す
る
と
対
日
借
款

の
枠

に
限
度
が
あ
る
こ

と

お

よ

び
奥
只

見
、
田
子
倉
等
は
工
事
が
進
捗
し
て
い
る
の
で
対
象
工
事
と
し
て
適
当
で
な

い
こ
と
等
を
理
由
に



御
母
衣
地
点
に
集
中
的
に
融
資
を
行
い
、
そ

の
額
は
世
界
銀
行
か
ら

一
千
万

ド
ル
と
し
、
こ
れ
と

抱
き
合

せ
で
日
本
政
府

の
外
貨
債
三
千
万
ド
ル

(
一
〇
八
億
円
)
相
当
を
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
金

融
市
場
で
発
行
す
る
よ
う
あ

つ
せ
ん
し
た
い
意
向
を
示
し
た
の
で
日
本
政
府
も

こ
れ
に
同
意
し
、

同
社
の
借
款
は
外
貨
債
に
関
す
る
契
約
と
と
も

に
三
十
四
年

二
月
十
七
日

(
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
)

成
立
し
た
。
こ
の
外
貨
債
は
フ
ァ
ス
ト
ポ

ス
ト
ン
社
を
主
た
る
引
受
人
と
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、

わ
が
国
と
し
て
は
戦
後
始
め
て
の
事
例
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
る
資
金

(
約

一
〇
六

・
五
億
円
)
は

産
業
投
資
特
別
会
計
を
通
じ
て
電
源
開
発
会
祉
に
融
資

さ

れ

た
。
こ

の
融
資
条
件
は
約
三
年
据

置
、
約

一
二
年
償
還
、
金
利
六

・
〇
五
%
で
あ
る
。
な
お
世
界
銀
行
借
款
お
よ
び
外
貨
債
の
借
入

の
条
件
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

◎
世

界
銀

行
借

款
借

入
金
額

条
件
等

一
覧
表

(
発
電
所
名
)

電
源
開
発
会
社
御
母
衣

中
部
電
力
畑
薙

北
陸
電
力
有
峯

第

一

第
二

関
西
電
力
黒
部
川
第
四

最

大

出

力

(
万

K

W
)

三

・
五

八
・
五

八
・
五

二
六
∴

ご
五
八

総
工
事
費

(億
円
)

三
七
三

三
ハ三

;
三

四
二
五

借
入
金
額

(万
ド
ル
)

一
、
O
O
O

二
、
九
〇
〇

二
、
吾

〇

三
、
七
〇
〇

融
資

条
件

二
五
年

年
五
・七
五
%

二
五
年

年
五
・蓋
%

二
五
年

年
五
・三
七五
%

二
五
年

年
五
・三芸
%

契
約
締
結

年

月
三
四
三

三
三
・九

三
三
・六

三
三
・
六

〔注
〕

金
利
と
し
て
は
、
本
表
の
金
利

に
開
銀
転
貸
料
○

・
三
%

(電

源
開
発
会
社
は
○

・
二

%
)
が
加
算
さ
れ
る
。

◎
外

貨

債

発

行

条

件

等

一
覧

表

長
期
債

中
期
債

一
、
五
〇
〇
万
弗

七
〇
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

償
還

年
限

一五
年

五
年

四
年

三
年

表
面
利
率

(%
)

五
・
五

四
・
五

発
行
価
格

(額
面
百
弗
に
什
じ

九
八

九
八
三

九
九
・
三

6

0

応
募
者
利
廻

(
%
)

五
・
七
〇

約

四
・
葦

ハ

約

四
・
茜

三

四
・
吾

次

に

ワ

シ

ン

ト

ン
輸

出

入
銀

行

(
以

下

「
E

X

I

M
」

と

い

う
)

の
借

款

を

伴

う

メ

!

カ

ー

ズ

・

ク

レ
デ

ィ

ソ
ト

と

し

て

は
東

京

電
力

横

須

賀

(
]
期

)

と
関

西
電

力

大

阪

(
三

期

)

の

二
借

款

が

三

十

三

年

度

中

に
成

立

し

た

。

横

須

賀

(
一
期

)

は
、

わ

が

国

始

め

て

の
ク

ロ

ス

・
コ
ン

パ

ヴ

ン

ド

型

の
新

鋭

火

力

設

備

で

あ

つ
て

、

主

要

機

器

を

イ

ン
タ

ー

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ジ

ェ
ネ

ラ

ル

・
エ

ン

ク

ト

リ

ッ
ク

杜

(
以

下

「
1

.
G

・
E
」
と

い
う

)

か

ら
輸

入

す

る

も

の
で
あ

る
。

大

阪

(
三

期

)

は
関

西

電

力

が

大

阪

市

に

建

設

し

つ

つ
あ

る
大

阪

火

力

発

電

所

の
第

三
期

工
事

で
あ

つ
て
、

ウ

ェ

ス
チ

ン
グ

ハ
ゥ

ス

.
エ

レ

ク

ト

リ

ッ
ク

・
イ

ン
タ

ー

ナ

シ

ョ
ナ

ル
社

(
以

下

「
W

・
H

・
1
」
と

い

う

。
)
か

ら

主

要

機

器

を

輸

入

す

る
も

の

で
、

さ

き

に
W

・
H

・
1

と

の
聞

に
締

結

さ

れ

て

い
た

メ

ー

カ

ー

ズ

・
ク

ン
デ

ィ

ッ
ト

を

E
X

I

M

の
融

資

参

加

を

伴

う

メ
ー

カ

ー
ズ

・
ク

レ
デ

ィ

ッ

ト

に

切

換

え

た

も

の

で

あ

る

.)
な

お

、

こ
れ

ら

の
借

款

の
現

行

契

約

に

お

け

る

借

入

金

額

条

件

等

は
次

表

の
通

り

で

あ

る

り

◎

輸

入

火

力

関

係

借

款

借

入

金

額

・
条

件

等

一
覧

表

(
発
電
所
名
)

東
京
横
須
賀(

一
期
)

関
西
大
阪

(
三
期
)

最
大
出
力

(万
K
W
)

二
六
・五

一
五
・
六

購

入

先

1

・
G

・
E

W

・
H

・
1

借

入
金

額

(
万

ド

ル
)

↓
・
五
三

(
丁

6
0
)

六
茜

(
四
八
三
)

(融

資

条

件
)

1

・
G

・
E
分

E

X

I

M
分

W

・
H

・
1

分

E

X

I

M

分

六
年

、

年

五
%

三

年

、

年

五
三
五
%

七
年

、

年
五
%

ご
O
年

、

年

五
三
五
%

契
約
締

結
年
月

三
三
・
九

三
三
⊥
O

〔
注
〕

一
、
借

入
金
額

の
欄
中

(

)
内
数
値
は
、
E
X
I
M
か
ら
の
融
資
分
で
あ
る
。

二
、
金

利
に
は
開
銀
保
証
料
0

。
三
%
が
加
算
さ
れ
る
。

◎

昭
和

三
十
三
年

度
中

落
成

電
気
施

設

水

力

発
電
所

火

力

発
電
所

送

電

線

路

件

数

最
大
出
力

(
K
W
)

件

数

最
大
出
力

(
K
W
)

件

数

亘

長

(
K
M
)

九
電
力
会
社天

三
一四
、
五
〇
〇=

一、
8

七
、
0
0
0=

ハ

五
七
八
・五

電
源
開

発
会
社三

八
三
、
O
O
OOOOO

公

営一
四

西

一、
九
〇
〇〇〇〇〇

自
家
用OO七

七
二
、
0
8

00

合

計三
五

五
三
九
、
四
〇
〇天

一
、
〇
七
九
、
O
O
O

ニ
ハ

五
七
八
・
五

備

考

最
大
出
力

三
〇〇
〇
K
W
以

上
の
も

の

最
大
出
力
一〇

〇
〇
〇
K
W
以

上
の
も

の

電
圧
八〇
K
V

以
上
で
新
設

又
は
変
更
分

五
K
M
以
上

の
も
の



変
電
所

件

数

出

力

(
K
V
A
)

一八

一
、
八
四
〇
、
O
O
O

OO

OO

OO

穴

一
、
八
四
〇
、
O
O
O

電
圧
八〇
K
V

以
上

の
も
㊦

五

、
電
気

施
設

及

び
保
安

(
一
)

電
気
施
設

の
整
備
拡
充

三
十
三
年
度
中
に
運
転

に
入

つ
た
電
気
施
設
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

発
電
設
備

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
同
様
新
鋭
火
力
発
電
の
拡
充
に
力
が
注
が
れ
、
最
大
出
力
の

増
加
分
は
火
力
は
水
力
の
二
倍
を
上
廻
る
実
績
を
示
し
た
。

こ
の
中
に
は
、

世
界
最
高
級

の
蒸
気

条
件
で
あ
る
汽
圧

一
六
九
班
毎
平
方

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
汽
温
五
六
六
度

の
汽
罐
を
使
用
し
た
最

大
出
力

一
七

・
五
万
K
W
の
千
葉
火
力
第
三
号
機

(
三
十
四
年

一
月
使
用
開
始
)
及
び
最
大
出
力

一
五

・
六
万
K
W
の
新
名
古
屋
第

一
号
機

(
三
十
四
年
三
月
使
用
開
始
)
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
低
品
位
炭
利
用
火
力
発
電
所
と
し
て
三
十
三
年
度
は
、
中
国
電
力
㈱
新
宇
部
発
電
所
が
運
転

を
開
始
し
た
。

送
変
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
・三
十
三
年
十

一
月
、
わ
が
国
最
大

の
も
の
と
し
て
二
七
五
K
V
、

四
四
万
K
V
A
の
中
東
京
変
電
所

(
東
京
電
力
㈱
)
な
ら
び
に
東
京
西
線
お
よ
び
東
東
京
線

(
千

葉
発
電
所
-
中
東
京
変
電
所
)
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
。
こ
れ
ら
は
三
十
四
年
五
、
六
月
完
成
予

定
の
只
見
幹
線
、
南
川
越
変
電
所

(
い
ず
れ
も
電
源
開
発
㈱
)
と
も
関
連
し
、
東
京
周
辺
に
お
け

る
超
高
圧
送
電
系
統

の

一
部
を
構
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
中
電
線
路
と
し
て
三
十
三
年

十
二
月
、
O
F
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
し
た
花
畑
蔵
前
線

(
九

・
五
K
M
)
が
使
用
を
開
始
し
た
が
、

こ
れ
は
わ
が
国
最
初

の

一
五
四
K
V
の
地
中
送
電
線
路
で
あ
り
、
今
後

の
市
街
地
送
電

に
及
ぼ
す

意
義

は
大
き

い
。

(
二
)

電
気

工
作
物
規
程

の
改
正

電
気
施
設
に
関
す
る
最
近

の
技
術
の
進
歩
、
新
製
品

の
出
現
等
に
対
処
す

る
た
め
、
電
気
工
作

物
規
程

の
改
正
を
準
備
中
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
成
案
を
得
、
三
十
四
年
五
月

に
は
公
布
、
施
行

の

運
び
と
な

つ
た
。

改
正
の
主
要
点

は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

㈹

発
変
電
所
等
に
お
け
る
さ
く
等
の
施
設
、
照
明
設
備
お
よ
び
計
測
装
置

の
施
設
基
準
、
発

電
機
、変
圧
器
等

の
保
安
装
置

の
施
設
基
準
、
圧
油
装
置
、
圧
縮
空
気
装
置
及
び
水
素
冷
却
式
調

相
機
等

の
施
設
基
準
な
ら
び
に
裸
線

の
絶
縁
聞
隔
等
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

圖

引
込
用
ビ

ニ
ー

ル
絶
縁
電
線

・
低
圧
用

の
ブ
チ

ル
ゴ
ム
絶
縁
ク

ロ
ロ
プ

レ
ン
外
装

ケ
ー
プ

ル
、
高
圧
用

の
ポ

リ
テ
チ
レ
ン
絶
縁
ビ

ニ
ー
ル
外
装
ケ
ー
ブ
ル
、
高
圧
絶
縁
電
線
等
の
規
格
を

定

め
て
そ

の
使
用
を
認

め
た
。

◎

架
空
電
線
路

の
麦
持
物
と
し
て
鋼
板
組
立
柱
、
鋼
管
柱
及
び
溶
接
鉄
柱

の
使
用
を
認

め
、

橋
・が
け
・屋
側
・
地
表
面
等

に
施
設
さ
れ
る
電
線
路
の
技
術
基
準
を
制
定
ま
た
は
拡
充
し
た
。

⑪

架
空
電
線
と
弱
電
流
電
線
そ
の
他

の
工
作
物

と
が
接
近
す
る
場
合

の
施
設
基
準
を
保
安
上

支
障

の
な
い
限
度

に
お
い
て
緩
和
す
る

=
刀
、
特
別
高
圧
架
空
電
線
と
麦
持
物
と
の
離
隔
距
離

及
び
特
別
高
圧
架

空
電
線
路
用
が
い
し
に
関
す
る
規
定
を
追
加
し
、
さ
ら
に
保
安
通
信
用
電
話

設
備

に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
た
。

⑲

屋
内
配
線
工
事
に
お
い
て
は
、
パ
ス
ダ

ク
ト
工
事
お
よ
び
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ

ル
工
事

の
採
用
な
ら
び
に
硬
質
ビ

ニ
ー
ル
管

工
事

の
適
用
範
囲

の
拡
大
を
図
り
、
さ
ら
に
ビ

ニ
ー
ル
コ

ー
ド
、
ビ

ニ
ー
ル
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ

ル
を
保
温
電
熟
器
に
も
使
用
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

㈲

電
極
式
温
泉

用
昇
温
器
、
電
気
温
床
等
の
施
設
、
電
し
よ
く
防
止
施
設
、
交
通
信
号
燈
配

線
等

の
特
殊
施
設

の
技
術
基
準
を
定

め
た
。

⑥

交
流
電
気
鉄
道

の
技
術
基
準
を
定
め
た
。

⑪

そ
の
他
制
限
外
工
事
、
特
殊
設
計
施
設

の
認
可
に
係
る
通
商
産
業
大
臣

の
権
限
を

一
部
通

商
産
業
局
長

に
移

し
た
。

(
三
)

電
気
事
業
主
任
技
術
者
資
格
検
定

三
十
三
年
度

に
お
け
る
電
気
事
業
主
任
技
術
者
資
格
検
定
は
、

一
次
試
験
を
四
ガ
に
、
二
次
試

験
を
七
月

(筆
記
試
験
)
お
よ
び
十
月

(
口
述
試
験
)
に
行

つ
た
が
、
受
験
者
数
及
び
合
格
者
数

は
、
次

の
通
り
で
あ

つ
た
。
な
お
、
詮
衡
検
定
に
よ
る
合
格
者
は
、
六
二
名
で
あ

つ
た
。

(検
定
の
種
類
)

(受
験
者
)

(合
格
者
)

(合
格
率
)

第

一

種

四
六
六

九

一
.
九
%

第

二

種

五
、
二
六
三

二
五
〇

四

.
九
%

第

三

種

一
六
、
八
四
九

一
、
〇
三
八

八

.
二
%

(
四
)

電
気
用
品
取
締
関
係

三
十
三
年
度
に
お
け
る
電
気
用
品
取
締
規
則
に
基
く
電
気
用
品
製
造
免
許
及
び
型
式
承
認
の
件

数
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

(電
気
用
品
種
別
)

(製
造
免
許
)

(
型
式
承
認
)

絶

縁

電

線

一
〇

三
三
四

コ

ー

ド

一
三

二
二
四



電
線
管
及
び
金
属
線
ぴ

一
二

一
二
五

ヒ

ュ

ー

ズ

五

五
九

開

閉

器

四
〇

三
七
六

屋
内
用
小
型

ス
イ

ッ
チ

ニ
九

二
二

一

接

続

器

三
八

三
八
七

電

熱

器

五
九

】
一
五

小

型

電

動

機

】
五

二
五
七

小

型

変

圧

器

↓
二

五
八
六

電

流

制

限

器

一

五
四

電
気
用
品
は
、
最
近
の
電
化
ブ
ー
ム
に
の
つ
て
め
ざ
ま
し
い
増
加
を
示
し
、
そ
れ
に
伴

つ
て
不

良
電
気
用
品
の
市
販
さ
れ
る
も

の
も
多
く
、
今
後
は

一
層
合
理
的
な
取
締
り
を
行
う

必

要

が

あ

る
。な

お
、
現
行

の
制
度
は
、
事
務
処
理
上
に
も
実
情
に
そ
わ
な
い
点
が
あ
る
の
で
、
販
売
業
者
に

対
す
る
販
売
規
制
、
電
気

工
事
業
者
に
対
す
る
使
用
規
制
等
を
含
む
取
締
法
規

の
根
本
的
改
正
を

検
討
中
で
あ
る
。

六

、

ガ

ス

事

業

(
一
)

概

況

三
十
三
年
度
は
、
ガ

ス
事
業
に
と

っ
て

「都
市
ガ

ス
普
及
第
二
次
五
力
年

計
画
」

の
初
年
度
に

あ
た
る
重
要
な
年
で
あ
る
と
と
も
に
苦
難

の
年
で
も
あ

つ
た
。
す
な
わ
ち
、
景
気
後
退
の
影
響
を

う
け

て
、
ガ
ス
販
売
量
は
需
要
家
戸
数

の
増
大

の
割
に
は
仲
が
少
な
く
、

コ
ー
ク
ス
市
況

は
軟
調

に
推
移

し
、
巨
額
の
設
備
投
資

に
伴
う
資
本
費
の
高
騰
も
相
ま

つ
て
ガ
ス
事
業
者

の
経
理
状
況
は

悪
化
し
、

一
部
ガ

ス
事
業
者
の
料
金
改
訂
を
余
儀
な
く
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
事
業
に
お
け

る
設
備
投
資
額

は
金
融
引
締
の
影
響
を
う
け
て
当
初
計
画
を
若
干
下
廻

つ
た
も

の
の
、
前
年
度
を

大
巾
に
上
廻

つ
た
Q

(
二
)

需
要
家

の
推
移
、
ガ

ス
お
よ
び

コ
ー
ク
ス
の
需
給

ガ

ス
の
需
用
戸
数
は
、
三
十
三
年
末
に
お
い
て
、
三
、
四
八
六
千
戸
、

一
二
・
六
%
増
加
し
た
。

こ
れ
は
、
五
力
年
計
画
の
目
標
を
七
七
千
戸
上
廻
る
も

の
で
、
家
庭
用
、
大

口
需
用
と
も
順
調
な

伸
び
を
示
し
て
い
る
。

◎
需

要

家

戸

数

(
単

位

千
戸

)

家

庭

用

そ

の

他

(
計

)

三

三
年

末

三
、
二
六
九
(
九
三
六

%

)

三

六
(六
・
ゴ
%
)

三
、
四
八
六
(
一〇
〇
%
)

対

前

年

増

減

三
茜

(
三

・
九
%

)

一七
(八
・
七
%
)

三
九
二
(
三
六
%
)

五

力
年

計

画

三
、
二
〇
五
(
九
三
・七
%

)

三

四
(六
・三
%

)

三
、
四
一九
(
一〇
〇
%

)

遂

行

率

一〇
二
・O
%

δ
O
・九
%

δ

丁
九
%

こ
れ

に

対

し
、

ガ

ス
販

売

量

は
、

三

十

三

年

に

は

三

、

二

八

五

(
一
〇

〇

万

立

方
米

)

で
、

前

年

に
比

べ

二

五

五

(
一
〇

〇

万

立

方

米

)
、

八

・
四

%

増

加

し

た

が

、

五

力
年

計

画

の
目

標

を

若

干

下

廻

つ
て

い

る
。

こ

れ

は
、

家

庭

用

=
　
当

り

ガ

ス
消

費

量

が
伸

び

悩

ん
だ

こ

と

と
、

鍋

底

景

気

の

た

め

に

工

業

用

ガ

ス
需

用

が

滅

退

し

た

こ
と

等

に

よ

る

も

の
と
思

わ

れ

る

。

◎
ガ

ス

用

途

別

販

売

量

三

十

三
年

対
前
年
増
減

五
力
年
計
画

遂

行

率

家
庭
用

一、
八
七
九

(
五
七
三

%

)

=
ハ四

(

九
・
五
%

)

一、
九
九
七

九
四
二
%

工
業
用

五
二
四

(
↓
五
・九
%

)

≡

(

二
・
六
%

)

(単
位
…
百
万
立
方
米
)

商

業

用

公

用

六
六
〇

妻

二

(
二
〇
二
%

)

(

四
・
O
%

)

七
二

△

一

(
三

・三
%

)

(
全

三

%

)

医
療
用八

七

(
子

六
%

)
六

(

八
・三
%

)

(
計
)

三
、
犬

五

(
δ
O
%

)

二
五
五

(

八
・
四
%

)

言「
四
五
三

九
五
⊥
%

〔注
〕

△
印
は
減
少
を
示
す
。
以
下
の
表
に
お
い
て
同
じ
。

次

に
ガ

ス
生
産
量

を
み
る
と
、
三
十
三
年

は
前
年
を
七
%
上
廻
り
、
三
、
四
二
七
百
万
㎡
を
記

録
し
た
。
そ
の
ガ

ス
種
類
別
内
訳
は
第
、.一表

の
通
り
で
、
三
十
三
年
に
比
べ
、
石
炭
ガ

ス
が
減
少

し
、
そ
の
代
り
に
水
性
ガ
ス
、
発
生
炉
ガ

ス
、
購

入
石
炭
ガ

ス
が
大
巾
に
増
加
し
て
い
る
の
が
目

立

つ
。

こ
れ
は
、

コ
ー
ク
ス
市
況
が
軟
調
で
あ

つ
た
た
め
、
市
販
す
べ
き

コ
ー
ク

ス
を
増
熟
水
性

ガ

ス
及
発
生
炉
ガ
ス
の
製
造

に
極
力
利
用
し
、
石
炭
ガ

ス
の
生
産
を
お
さ
え
た
た
め
で
あ
る
。

三
三
年

◎
生

産

量
(購
入
量
を
含
む
)

石

炭

ガ

ス

ニ
、
三
三
三

(
六
八
・O
%

)

天
然

ガ

スニ
七

(
O
・七
%

)

発
生
炉

ガ

ス
三
二
四

(
九
西
%

)

油
ガ

ス
ニ
三
五

(
六
・
八
%

)

水
性

ガ
ス

ニ
六
二

(
七
⊥
ハ%

)

(単
位
…
百
万
立
方
米
)

購

入

石
炭

ガ
ス

西
五

西
三
%
)

天
然

ガ

ス八
九

三

・六
%

)

液
化

ガ
ス九

δ

・二
%

)

(
計

)

三
、
四
二
七

(
δ
O
%

)



対

前

年

全

三

二

九
四

九

≡

,
九
四

三

一

量

九

増

減

(
△
四
・五
%

)

(
七
・
四
%

×

四
T
O
%

)

(
四
・
二
%

×

七
三
・
五
%

)
(
=
ハ
西
%

X
三
二
⊥

%

)…

・八
%

X
七
二
%

)

原

料

の

面

か

ら

み

る

と
、

石
炭

消

費

量

が

若

干

減

少

し

、

コ
ー

ク

ス
、

重

油

の
消

費

が

大

巾

に

増

加

し

て

い

る

。

◎
原

料

消

費

量

三

十

三

年

対

前

年

増

減

石

炭

四
、
三
ハ八

△

一
六
五

(
△
三
・七
%

)
単
轟

繊
、
.
ー
ク
ス
鍋

コ

ー

ク

ス

一
、
〇
七
〇

一
七
八

(
二
〇
。
O
%

)

重

油
二
二
五

四
九

(
二
七
・
九
%

)

コ
ー
ク
ス
の
生
産
量
は
、
石
炭
ガ

ス
の
生
産
を
お
さ
え
た
た
め
前
年
よ
り
苦
干
減
少
し
た
。
し

か
し
、

コ
ー
ク
ス
需
用
事
業

の
不
振
と
大
き

な
需
用
先
で
あ
る
硫
安
工
業

の
ガ
ス
源
転
換

の
た
め

コ
ー
ク
ス
出
荷
量
は
、
前
年
比
二
八
九
千
屯
、

三
二
・
三
%
と
大
巾
に
減
少

し
た
た
め
、

コ
ー
ク

ス
自
家
消
費
量
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
若
干
在
庫
が
増
加
し
た
。

◎

コ
ー
ク

ス
生
産

量
、
自
家

消
費

量

お
よ

び
出

荷

量
(
単
位

…
千
ト
ン
)

(
生

産

量
)

(自
家
消
費
量
)

(
出

荷

量
)

三
±

二
年
度

二
、八
八五

一
6
七
〇

一、
七九
九

対
前
年
度
増
減

△
三
四
(
△
四
・四
%
)

;
八
(二〇
・O
%
)

△
二
八
九
(
△
一三
・三
%
)

(
一一…)

ガ

ス
事
業
者
新
設
状
況

無
ガ

ス
都
市
に
お
け
る
都
市
ガ

ス
の
要
求
は
最
近
非
常
に
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
三
十
三
年
度

に
は
、
前
年
度

に
引
続

い
て
新
規

に
ガ
ス
事
業
を
営
む
た
め
設
立
許
可
申
請

が
相
次
い
で
な
さ
れ

た
が
、
そ

の
ガ

ス
事
業

の
許
可
を
う
け
た
も
の
は
次
の

一
二
件
で
あ
る
。

①

浜
田
ガ

ス
㈱
は
六
月
十
日
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
島
根
県
浜
田
市
で
あ
る
。

②

城
崎
町
営
ガ
ス
は
七
月
十
五
日
付
で
許
可

に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
、
兵
庫
県
城
崎
町

。

湯
島

・
今
津

・
桃
島
で
あ
る
。

③

千
歳
市
営
ガ
ス
は
ヒ
月
三
卜

一
目
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域

は
、
北
海
道
千
歳
市

で
あ
る
。

④

大
潟
町
営
ガ

ス
は
、
八
月
五
日
付
で
許
可
に
な
つ
た
。
供
給
区
域
は
、
新
潟
県
中
頚
城
郡

大
潟
町
大
字
九
戸
浜

。
大
字
潟
町

。
大
字
四

つ
屋
浜
、
大
字
土
底
浜
ほ
か
大
字
四
ヵ
所
で
あ

る
。

⑤

八
森
町
営
ガ

ス
は
、
八
月
十
五
日
付

で
許
可
に
な

つ
た
Q
供
給
区
域

は
、
秋
田
県
山
県
郡

八
森
町
字
八
森

・
古
屋
敷

・
浜
田

・
本
館

・
中
浜
椿

・
中
浜
外
六
カ
所
で
あ
る
。

⑥

佐
渡

ガ
ス
㈱

は
、
九
月
五
日
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
、
新
潟
県
両
津
市
大
字

夷

・
大
字
湊

・
大
字
夷
新

・
大
字
加
茂

・
歌
代

・
大
字
住
吉

・
大
字
原
黒

・
大
字
梅
津
で
あ

る
。

⑦

村
上
ガ

ス
㈱

は
、
九
月
二
十
日
付
で
許
可
に
な
つ
た
。
供
給
区
域
は
、
村
上
市
の

一
部
で

「

あ
る
。

⑧

寒
河
江
ガ

ス
㈱

は
、
十
月
十
日
付
で
許
可
に
な
つ
た
。
供
給
区
域
は
、
山
形
県
寒
河
江
市

の

一
部
で
あ
る
。

⑨

出
雲
ガ
ス
㈱

は
、
十

.
月
十
ロ
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
、
島
根
県
出
雲
市
で

あ
る
。

⑩

諌
早
市
営
ガ

ス
は
十

一
月
二
十
日
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
、
長
崎
県
諌
早
市

で
あ
る
。

⑪

気
仙
沼
市
営
ガ

ス
は
、
十

一
月
三
十
日
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
の

一
部

で
あ
る
。

⑫

見
附
市
営
ガ

ス
は
、
卜
二
月
二
十
五
口
付
で
許
可
に
な

つ
た
。
供
給
区
域
は
、
新
潟
県
見

附
市
で
あ
る
。

(
四
)

資

金

三
十
三
年
度

の
設
備
投
資
額

は
二
八
二
億
円

で
あ
り
、
前
年
度
を
五
二
億
円
、
二
二

・
六
%
と

大
巾

に
上
廻

つ
た
。
一.一十
三
年

五
月
の
産
業
合
理
化
審
議
会
に
お
い
て
は
、
当
時

の
金
融
情
勢
を

背
景
と
し
て
検
討
し
た
際
ガ
ス
事
業
に
お
い
て
も
資
金
調
達
が
か
な
り
困
難
で
あ
り
、
計
画

(
二

八
九
億
円
)
の

一
〇

%
程
度

の
工
事
ま
た
は
支
払
の
繰
延
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
は
な
い
か

と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
京
浜

・
京
阪
神
等
を
中
心
と
し
て
、
都
市
ガ

ス
に
対
す
る
需

用

は
極

め
て
旺
盛

で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
後
に
お
い
て
金
融
情
勢
も
漸
次
好
転
を
み
た
た
め
右
繰

延
額
は
、
相
当
程
度
復
活
さ
れ
た
。

一
方
、
資
金
調
達

に
つ
い
て
は
、
内
部
留
保

は

一
部
大
手
ガ

ス
事
業
者
に
償
却
不
足
が
あ
り
、

当
初

計
画
を
相
当
下
廻

つ
た
。



増
資
は
、
大
手
事
業
各
社
が
行

い
、
こ
の
面
の
自
己
資
金
調
達
は
比
較
的
楽
だ

っ
た
と
い
え
よ

う
o社

債
発
行
は
、
年
度
当
初

に
は
金
融
情
勢
を
反
映
し
て
極
め
て
窮
屈
で
あ

つ
た
が
、
そ

の
後
金

融
情
勢

は
漸
次
好
転
し
、
ま
た
、
三
十
四
年

一
月
か
ら
は
ガ

ス
事
業
の
公
益
性
に
鑑

み
杜
債

の
計

画
発
行
が
認
め
ら
れ
、
起
債
が
順
調

に
行
わ
れ
た
結
果
三
、
六
〇
〇
百
万
円

と
当
初
計
画
を
若
干

上
廻

つ
た
。

日
本
開
発
銀
行

の
貸
出
は
、
四
社
分
五
〇
〇
百
万
円
の
融
資
推
せ
ん
に
対

し
、

一
杜
三
〇
〇
百

方
円
の
融
資
に
と
ど
ま
つ
た
。

中
小
企
業
金
融
公
庫

の
貸
出
も
、
三
三
件
、
三
四
〇
百
万
円

に
と
ど
ま

つ
た
。

こ
れ
は
、
相
当

数
の
事
業
者
が
貸
付
限
度
額
の
三
千
万
円
迄
借
入
を
行

つ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
来
年
度
は
貸
付

限
度
額
が
五
千
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
る
の
で
貸
出
額
は
、
本
年
度
よ
り
増
加
す
る
も
の
と
思
お
れ

る
。北

海
道
東
北
開
発
公
庫

の
貸
出
は
八
件
、
三
四
〇

(
百
万
円
)
と
ガ
ス
事
業

に
対
す
る
融
資
は

順
調

に
行
わ
れ
て
い
る
Q

公
営
企
業
債

は
、
公
営
ガ

ス
事
業
に
と
つ
て
設
備
資
金
調
達
の
大
部
分
を
占

め
る
も

の
で
あ
る

が
、
本
年
度
は
二
三
市
町
総
額
七
六
七
(百
万
円
)
(
政
府
四
九
二
(
百
万
円
)
、
公
募
二
七
五

(百

万
円
)

の
起
債
が
認

め
ら
れ
た
。

◎
資

金

調

達

実

績

(単
位
…
億
円
)

〔所
要
資
金
〕

設

備

資

金

〔調
達
内
訳
〕

一
八

一

内
部

工

事

留
保

負
担
金

七

一

一
九

増
資

八
四

社
債

三
六

返

済

資

金

一
三
七

企
業
債八

開
銀三

中
小

公
庫三

開
発

公
庫三

増
加
運

転
資
金

=
二

興
長
銀

五
〇

(
計

)

四
三
二

そ
の
他
金

融
機
関

一
五
六

(
計

)

四
三
二

(
五
)

経

理

会
社
経
営

の
も

の
に

つ
い
て
、
三
十
三
年
度
に
お
け
る
そ
の
資
金
運
用
状

況
を
示
す
と
次
表

の

通
り
で
あ
る
。

◎
三
十
三
年
度
資
金
運
用
表

(
単
位
…
百
万
円
)

〔資
金

の
運
用
〕

〔資
金
の
調
達
〕

ω
固
定
資
産

の
増
加

一
七
、

一
二
五

qD
固
定
負
債
の
増
加

一
一
、
八
五
五

製

造

設

備

四
、
二
四
五

社

債

一
、
四
〇
〇

供

給

設

備

七
、
四
五
〇

長
期
借
入
金

=

、
四
五
五

業

務

設

備

一
、

一
五
八

②
資
本
の
増
加

九
、
八
三
七

建
設
仮
勘
定

四
、
二
七
四

資

本

金

一
一
、
〇
四
六

そ

の

他

6

二

資
本
剰
余
金

日

一
、
五
三
八

囲
投
資
お
よ
び
基
金
の
増
加

一
、

一
七
九

利
益
剰
余
金

三
二
九

團
流
動
資
産

の
増
加

九
二

(
計
)

二

一
、
六
九
二

凶
繰
延
勘
定

の
増
加

九
二

㈲
流
動
負
債

の
減
少

三
、
二
〇
四

支

払

手

形

九
八
七

短
期
借
入
金

九
六
二

退
職
手
当
引
当
金

五

一
七

価
格
変
動
準
備
金

三
七
六

そ

の

他

三
六
二

(
計
)

二

一
、
六
九
二

三
十
三
年

の
運
用
総
資
本
の
増
加
は
こ

一
六
億
円
で
あ
る
が
、
そ
の
中

一
七

一
億
円
は
固
定
資

産

の
増
加
で
あ
る
。
固
定
資
産
増
加
の
中
供
給
設
備

の
増
加
が
特
に
著
し
い
の
は
、
導
管

の
延
長

が
相
当
の
規
模
を
も

つ
て
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
流
動
負
債
は
三
二
億
円
減
少
し
た
.、

こ
の
固
定
資
産

の
増
加
お
よ
び
流
動
負
債

の
減
少

は
、
固
定
負
債

の
増
加
と
資
本
の
増
加
と
に
よ

つ
て
賄
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
固
定
資
産

の
取
得
が
資
本
と
長
期
資
金

に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
こ
と

は

一
応
財
務
的
に
み
て
満
足
す
べ
き
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
流
動
負
債

の
減
少
の
う
ち
、
退
職

手
当
引
当
金
と
価
格
変
動
準
備
金
が
減
少
し
た
こ
と
は
、
三
卜
三
年

の
収
益
が
良
好
で
な
か

つ
た

こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

三
十
三
年

の
綜
合
損
益
計
算
書
を
三
十
二
年

の
と
比
較
す
る
と
次
表

の
通
り
で
あ
る
。



◎
損

益

計

算

書

製

品

売

上

ガ

ス

コ

ー

ク

ス

そ

の

他

売

上

原

価

(
売
上
総
利
益
)

供
給
販
売
費

一
般
管
理
費

(営
業
利
益
)

営

業

雑

益

営

業
外

収
益

営

業
外

費

用

純

利

益

(
三

三

年

)

七
五
、
八
二
九
(
δ
O
%

)

五
二
、
九
五
五
(
六
九
・
八
)

一
七
、
八
五
二
(
二
三
・
六
)

五
、
9

六
(

六
・
六
)

四
八
、
二
四
三

(
二
七
、
五
八
六
)

充

、
九
六
五

(
七
、
六
三

)

一、
充

七

一、
九
六
四

五
、
O
δ

五
、
七
七
二

(
三

一年

)

(単
位

…
百
万
円
)

七
五
、
五
五
五
(
一
〇
〇
%

)

四
八
、
四
六
九
(
六
四
・二
)

二
一、
八
八
八
(
二
九
・
O
)

五
、
充

八
(

六
・
八
)

四
九
、
八
五
一

(
二
五
、
七
つ
四
)

天

、
八
百

(
六
、
八
九
〇
)

一
、三
三
四

二
、
六
一六

四
、
五
八
〇

六
、
二
六
〇

〔注
〕

一
、
営
業
外
収
益

に
附
帯
事
業
利
益
を
加
算
し
た
。

(
増

減
)

二
七
四

四
、
四
八
六

日
四
、
〇
三
〇

H

一八
二

鍾

、
六
〇
八

(
一、
八
八
二
)

一、
一互

(七≡
)

日

三
七

H

六五
二

四
三
〇

日

四
八
八

二
、
本
表
は
公
営
形
態
の
事
業
者
を
除

い
た
も

の
で
あ
る
。

売
上
に
つ
い
て
み
る
と
、
ガ
ス
売
上
は
前
年
に
比
べ
九

・
三
%
と
順
調
に
増
加
し
た
が
、

コ
ー

ク
ス
売
上
は
逆
に

一
八

・
五
%

の
減
、
そ
の
他
売
上
も
三

・
五
%
の
減

と
な

つ
た
た
め
、
売
上
全

体
で
は
僅
か
に
二

・
七
億
円
増
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

コ
ー
ク
ス
売
上
高
が
減
少

し
た
の
は
、
鍋

底
景
気

の
影
響
を
う
け
、
前
年

に
比
べ
販
売
価
格

に
お
い
て
ト
ン
あ
た
り
約

四
五
〇
円
値
下
り
を

し
、
販
売
数
量
に
お
い
て
も

一
五
%
減
少

し
た
た
め
で
あ
る
Q

売
上
原
価
は
、
石
炭
価
格
が
値
下
り
し
た
た
め
昨
年
よ
り
低
下
し
た
。

そ
の
結
果
、
売
上
総
利
益
は
昨
年

に
比
べ
若
干
増
加
し
、
総
益
率

は
昨
年

の
三
四
%
か
ら
三
六
・

五
%
と
や
」
上
昇
し
た
が
、
供
給
販
売
費
、

一
般
管
理
費
の
漸
増
、
営
業
雑
益
お
よ
び
営
業
外
収

益

の
減
少
、
支
払
利
息

の
増
加
が
あ

つ
た
た
め
純
利
益
は
か
え

つ
て
五
億
円
減
少

し
た
。

か
よ
う
に
、
三
十
三
年
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
は
、
ガ

ス
の
売
上
は
伸
び
た
が
、

コ
ー
ク
ス
市
況

の
軟
調
に
よ
り
こ
れ
が
打
消
さ
れ
、
設
備
拡
充
に
基
く
資
本
費
の
高
騰

に
よ

り
収
益
性
が
悪
化
し

た
。
そ
の
結
果
、

一
部
ガ

ス
事
業
者
に
お
い
て
配
当
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

一
〇
事
業
者
の
料
金

改
訂
が
行
わ
れ
た
。

(
六
)

ガ
ス
中
毒
事

故

ガ

ス
中
毒
事
故
件

数
は
、
事
故
防
止
に
対
す
る
積
極
的
努
力
に
も
拘
ら
ず
前
年
度
よ
り
九
件
増

と
な

つ
て
い
る
。
従

来
と
同
じ
く
ゴ
ム
管

に
基
因
す
る
中
毒
事
故
件
数
が
最
も
多
い
が
、
導
管
に

よ
る
事
故
件
数
が
前

年
度
を
上
廻

つ
て
い
る
の
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

導
管
に
よ
る
ガ

ス
中
毒
事
故
は
被
害
を
及
ぼ
す
範
囲
が
極
め
て
広

い
の
で
、
こ
れ
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
三
十
三
年
五
月
に
次
の
よ
う
な
省
令
改
正
を
行

つ
た
。

①

五
年

に

一
回
以
上
導
管

の
漏
洩
検
査
を
行
う
こ
と
。

②

一
定
の
導
管

お
よ
び
整
圧
器
の
入
口
に
は
ガ
ス
し
ゃ
断
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

③

地
上
に
露
出

し
て
い
る

一
定
の
導
管

に
は
衝
撃
に
対
す
る
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

④

一
定
の
整
圧
器

の
出
口
に
安
全
装
置
を
設
け
る
と
と
も
に

一
年
に

↓
回
以
上
基
整
圧
器
以

外

の
整
圧
器
を
分
解
掃
除
す
る
こ
と
。

十
二
月

は
じ
め
に
ガ

ス
中
毒
事
故
に
特
段

の
注
意
を
払
う
よ
う
に
ガ
ス
事
業
者
に
勧
告
し
た
。

ガ
ス
事
業
者
に
お
い
て
も
、
従
来

の
ゴ
ム
管

は
ず
れ
に
よ
る
中
毒
事
故
防
止
対
策
の
ほ
か
に
導
管

の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

、
配
管
図

の
再
検
討
等
を
実
施
し
、
ま
た
、

一
部
地
域
に
お
い
て
は
ガ
ス
に

付
臭
を
施
す
等
事
故

防
止
に
積
極
的
努
力
を
払

つ
て
い
る
。

◎
原
因
別
ガ
ス
中
毒
事
故
状
況

ゴ

ム
管

に

よ

る

も

の

ガ

ス
風

呂

に
よ

る
も

の

ス

ト

ー

ブ

に
よ

る
も

の

ガ

ス
栓

に

よ

る

も

の

導

管

に

よ

る

も

の

そ

の

他

(
計

)

三

二

年

度

(件
数
)

六
四
件

一
五

=一
八

一
九

一
五

四

二

(
死
亡
)

六
〇
人

一
〇五

一
七八六

〇

六

(中
毒
)

四
四
人

一

.
一
.

一
六

=九
六

一
八

一
九
八

三

年

度

(件
数
)

六
〇
件

八
一
〇

二
〇

=
=

二
二

五

一

(
死

亡

)

五
九

人

一
四

一
二

]
四八

二

一

一
二
入

(中
毒
)

七
三
人

二二
二

】

一
〇
七

一
五

二
二
〇


